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○
佐さ

さ々

木き

高た
か

綱つ
な

墓の
は
か
　

松ま
つ

江え

ヲ
距へ
だ
たル
西せ
い

南な
ん

数す
う

町ち
よ
う、
乃の

木ぎ

村む
ら

（
意い

宇う

郡ぐ
ん

）、
善ぜ
ん

光こ
う

寺じ

境け
い

内だ
い

ニ
ア
リ
。
円え
ん

塔と
う

一い
つ

基き

、
高た
か

サ
一い
ち

丈じ
よ
う、
傍か
た
わラ
ニ
石せ
き

燈と
う

八は
つ

箇こ

、
老ろ
う

松し
よ
う

三さ
ん

幹か
ん

ア
リ
。

廻め
ぐ

ラ
ス
ニ
垣か
き

ヲ
以も
つ

テ
ス
。
法ほ
う

名み
よ
うヲ
心し
ん

瀧ろ
う

院い
ん

殿で
ん

法ほ
う

嶺れ
い

源げ
ん

性せ
い

大だ
い

居こ

士じ

ト
曰い

フう

。
佐さ

さ々

木き

秀ひ
で

義よ
し

ノ
第だ
い

四よ
ん

子し

ナ
リ
。
源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

ニ
従
し
た
が

ヒい

、
元げ
ん

暦り
や
く

元が
ん

年ね
ん

、

宇う

治じ

川が
わ

ノ
役え
き

先せ
ん

登と
う

第だ
い

一い
ち

ノ
功こ
う

名み
よ
うヲ
挙あ

クぐ

。
頼よ
り

朝と
も

ノ
薨こ
う

後ご

、
世よ

ヲ
遁の
が

レ
テ
南な
ん

都と

ニ
赴お
も
むキ
、
竟つ
い

ニ
西さ
い

国ご
く

ヲ
周め

クぐ

リ
、
建け
ん

保ぽ
う

四よ

年ね
ん

二に

月が
つ

十じ
ゆ
う

五ご

日に
ち

ヲ

以も
つ

テ
卒し
ゆ
つス
。
年と
し

七し
ち

十じ
ゆ
う

五ご

。

【
訳
】
こ
の
墓
は
、
松
江
か
ら
西
南
に
数
町
離
れ
た
乃
木
村
（
意
宇
郡
）
善
光
寺
の
境
内
に
あ
る
。
丸
い
形
の
塔
が
一
基
、
高
さ
は
一
丈
で
、

そ
の
そ
ば
に
石
灯
籠
が
八
個
あ
る
。
石
垣
で
周
り
を
ぐ
る
っ
と
囲
ん
で
い
る
。
佐
々
木
高
綱
は
、
法
名
を
心
瀧
院
殿
法
嶺
源
性
大
居
士
と
い

う
。
佐
々
木
秀
義
の
四
番
目
の
子
で
あ
る
。
源
頼
朝
に
臣
従
し
て
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
宇
治
川
の
戦
い
で
、
一
番
乗
り
の
軍
功
を
あ

げ
、
名
声
が
と
ど
ろ
い
た
。
頼
朝
の
没
後
、
出
家
し
て
奈
良
で
修
行
を
し
、
さ
ら
に
は
、
西
日
本
各
地
を
周
遊
し
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）

二
月
十
五
日
に
死
ん
だ
。
数
え
年
七
十
五
で
あ
っ
た
。

【
注
】
佐
々
木
高
綱
―
講
談
社
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
で
は
、「
？
～
一
二
一
四　

平
安
後
期
～
鎌
倉
時
代
の
武
将
。
佐
々
木
秀
義
の
四
男
。

源
頼
朝
の
挙
兵
に
兄
定
綱
と
と
も
に
参
加
し
、
各
地
に
転
戦
。
一
一
八
四
年
、
梶
原
景
季
と
宇
治
川
で
先
陣
争
い
を
し
た
話
は
有
名
。
左
衛

門
尉
に
任
ぜ
ら
れ
、長
門
守
護
と
な
る
。
東
大
寺
の
再
建
に
つ
く
し
、建
久
六
年
高
野
山
で
出
家
。
親
鸞
の
弟
子
と
な
っ
て
名
を
了
智
と
い
っ

た
と
も
い
う
。
建
保
二
年
十
一
月
死
去
。
近
江
出
身
。
通
称
は
四
郎
。
法
名
は
西
入
」
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
名
辞
典
で
は
、
生
年
不

明
、し
た
が
っ
て
享
年
も
不
明
。
没
年
も
、本
項
記
載
（
建
保
四
年
）
の
二
年
前
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
項
は
、後
述
の
高
綱
の
墓
（
五
輪
塔
）

の
碑
銘
の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
。　

松
江
ヲ
距
ル
西
南
数
町
―
一
町
は
約
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
。
し
た
が
っ
て
数
町
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
と
な



二

る
が
、
松
江
の
中
心
地
か
ら
の
距
離
で
は
な
い
。
旧
松
江
と
乃
木
村
の
境
（
雑
賀
町
）
あ
た
り
か
ら
床
几
山
を
越
え
た
み
ち
の
り
な
ら
ば
大

体
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
な
ら
ば
、
方
向
も
、
南
か
ら
西
南
と
云
っ
た
と
こ
ろ
か
。　

乃
木
村
―
現
松
江
市
浜
乃
木
町
の
あ
た
り
。『
出

雲
国
風
土
記
』
で
は
意
宇
郡
に
属
し
、
野
代
（
の
し
ろ
）
社
・
野
代
抜
池
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
が
、
乃
白
、
野
城
、
野
木
な
ど
に
変
化
し
、

乃
木
の
表
記
が
定
着
し
た
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
乃
木
保
の
名
が
見
え
る
。
江
戸
期
は
乃
木
村
と
な
り
松
江
藩
領
。
明
治
四
年
廃
藩
置

県
後
、
島
根
県
所
属
。
明
治
二
十
二
年
、
周
辺
の
地
域
と
合
併
し
て
、
乃
木
村
が
成
立
。
明
治
二
十
九
年
、
島
根
郡
・
秋
鹿
郡
・
意
宇
郡
の

区
域
を
も
っ
て
八
束
郡
が
発
足
し
、
乃
木
村
も
そ
の
ま
ま
所
属
。
昭
和
二
十
五
年
松
江
市
に
編
入
。　

意
宇
郡
―
先
述
。　

善
光
寺
―
松
江

市
浜
乃
木
に
あ
る
。
時
宗
寺
院
。
実
は
、
伝
佐
々
木
道
綱
の
墓
は
、
二
〇
一
四
年
改
修
さ
れ
て
、
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
以
下
、

『
松
江
市
史
』（
一
九
四
一
）
の
善
光
寺
の
項
目
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
容
を
知
る
手
が
か
り
と
す
る
。
高
綱
の
墓
の
碑
銘
は
、
早

く
か
ら
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
拓
本
等
を
も
と
に
し
た
翻
刻
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
す
る
。

「
円
成
寺
を
南
に
距
た
る
こ
と
数
町
、市
の
西
南
隅
に
近
く
、こ
こ
に
一
崎
山
善
光
寺
が
あ
る
。
そ
の
所
在
は
八
束
郡
乃
木
村
に
属
し
て
ゐ
る
。

善
光
寺
は
時
宗
に
属
し
相
州
藤
澤
清
浄
光
寺
の
末
派
で
あ
っ
て
、
正
治
二
年
僧
心
瀧
（
佐
々
木
四
郎
高
綱
）
の
開
基
創
建
せ
る
を
伝
ふ
。
こ

こ
に
乃
木
将
軍
歯
髪
塔
が
あ
る
。

　

善
光
寺
の
本
尊
は
も
と
源
頼
朝
の
守
本
尊
で
あ
っ
た
。
頼
朝
の
歿
後
佐
々
木
四
郎
高
綱
は
そ
の
夫
人
政
子
よ
り
受
領
し
、
厨
子
と
と
も
に

之
を
負
ひ
巡
国
し
て
こ
こ
に
至
り
当
寺
を
建
造
し
て
遂
に
一
生
を
終
へ
た
。
始
め
円
成
寺
の
山
内
に
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
年
堀
尾
忠
晴
の
歿

後
、
円
成
寺
を
其
の
地
に
建
立
す
る
に
当
り
、
善
光
寺
を
現
地
に
移
転
し
た
と
伝
へ
ら
れ
る
。
元
禄
元
年
時
宗
遊
行
派
の
本
山
第
四
十
二
代

南
阿
独
朗
当
国
巡
化
に
当
り
、
其
の
末
寺
と
な
っ
た
。
独
朗
は
其
の
門
弟
覚
阿
良
空
を
簸
川
郡
塩
冶
村
よ
り
招
き
、
爾
来
寺
運
漸
く
隆
盛
と

な
る
。

　

本
堂
の
壇
上
に
は
、
開
基
佐
々
木
高
綱
六
百
年
忌
に
際
し
製
作
せ
る
佐
々
木
高
綱
の
木
像
を
安
置
し
、
其
の
側
に
高
綱
所
携
の
笈
及
び
木

瓜
厨
子
あ
り
、
高
綱
及
び
其
の
後
裔
な
る
乃
木
将
軍
の
位
牌
を
安
置
し
て
ゐ
る
。
初
め
高
綱
の
納
骨
五
輪
塔
は
荒
廃
し
た
ら
し
く
、
元
禄
年

中
覚
阿
円
塔
高
八
尺
の
記
念
塔
を
製
作
し
て
五
輪
塔
を
包
被
し
た
、
正
面
に
当
寺
開
山
心
瀧
院
殿
法
嶺
源
性
大
居
士
と
刻
み
、
右
方
下
部
に

正
阿
弥
陀
仏
と
彫
み
、
円
塔
背
後
に
次
の
碑
銘
を
彫
刻
し
て
ゐ
る
（
以
下
碑
銘
引
用
略
）」。



訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
七
）

三

境
内
―
境
界
の
内
部
。
日
本
で
は
、
特
に
、
神
社
や
寺
院
の
敷
地
の
内
側
を
さ
す
言
葉
と
な
っ
た
。『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
四
月
癸

卯
「
境
内
の
験
有
る
神
祇
を
祷
祀
す
」。　

円
塔
―
『
松
江
市
史
』
に
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
五
輪
塔
で
あ
っ
た
も
の
を
、
元
禄
年
間
に
覆
っ

て
作
っ
た
と
い
う
。
以
下
の
記
述
は
、
塔
お
よ
び
そ
の
周
り
が
改
修
整
備
さ
れ
た
た
め
、
現
在
様
相
が
か
な
り
変
わ
っ
て
い
る
。　

一
基
―

「
基
」
は
助
数
詞
。
機
械
・
灯
籠
・
墓
石
な
ど
、
立
て
て
据
え
て
お
く
物
を
数
え
る
の
に
用
い
る
。　

高
サ
一
丈
―
約
三
メ
ー
ト
ル
。『
市
史
』

に
あ
る
よ
う
に
、
実
際
は
八
尺
、
二
・
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
あ
っ
た
。　

石
燈
―
石
灯
籠
。
中
国
（
語
）
に
は
な
く
、
日
本
独
自
の
物
で

あ
る
。
淳
和
天
皇
・
梵
釈
寺
に
扈
従
す
応
制
「
飛
桟
樹
杪
雲
を
踏
み
て
過
ぎ
、
石
燈
岩
頭
烟
を
払
い
て
通
ず
」。　

八
箇
―
箇
は
個
と
音
義

同
じ
。
漢
音
「
カ
」、
呉
音
「
コ
」。
広
く
物
や
事
を
数
え
る
の
に
用
い
る
。
上
の
「
基
」
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。　

老
松
―
現
在
は

な
い
。　

三
幹
―
「
幹
」
を
木
を
数
え
る
助
数
詞
に
使
う
の
は
中
国
に
用
例
を
見
な
い
が
、
日
本
語
の
「
も
と
」
を
、
漢
字
に
当
て
た
か
。

「
ひ
と
も
と
の
松
」。　

廻
ラ
ス
ニ
垣
ヲ
以
テ
ス
―
こ
の
石
垣
お
よ
び
石
段
等
は
、
お
そ
ら
く
現
存
。　

法
名
ヲ
心
瀧
院
殿
法
嶺
源
性
大
居
士

―
『
松
江
市
史
』
に
あ
る
よ
う
に
、
墓
塔
の
碑
銘
に
よ
る
。
後
世
の
人
の
命
名
で
あ
ろ
う
。
塔
を
新
た
に
作
っ
た
時
に
創
作
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。「
心
瀧
（
し
ん
ろ
う
）」
は
通
称
の
「
四
郎
（
し
ろ
う
）」
と
音
を
通
わ
せ
た
か
。
宇
治
川
の
急
流
（
瀧
）
も
意
識
に
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。「
法
嶺
」
は
、
高
野
山
に
登
っ
て
出
家
し
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る
か
。
源
性
は
、
近
江
佐
々
木
氏
が
宇
多
天
皇
の
第
八
皇
子
敦

実
親
王
の
流
れ
を
く
む
宇
多
源
氏
（
性
は
姓
に
通
じ
る
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
か
。
あ
る
い
は
、
源
頼
朝
の
寵
愛
を
受
け
た
こ
と
に
関
係
す

る
か
。　

佐
々
木
秀
義
―
一
一
一
二
～
一
一
八
四
。
平
安
時
代
後
期
の
武
将
。
父
は
佐
々
木
季
定
、
母
は
安
倍
宗
任
の
娘
。
源
義
朝
に
つ
か

え
、
平
治
の
乱
で
敗
れ
て
近
江
佐
々
木
荘
を
追
わ
れ
、
相
模
に
の
が
れ
る
。
源
頼
朝
の
挙
兵
に
息
子
と
と
も
に
応
援
、
功
を
認
め
ら
れ
、
近

江
に
か
え
る
。
一
一
八
四
、
伊
賀
平
氏
と
の
戦
い
で
討
ち
死
に
。
七
十
三
歳
。　

第
四
子
―
ゆ
え
に
高
綱
は
四
郎
と
呼
ば
れ
る
。　

源
頼
朝

―
一
一
四
七
～
一
一
九
九
。
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
。
義
朝
の
三
男
。
平
治
の
乱
後
、
伊
豆
に
流
さ
れ
た
が
、
以
仁
王
の
平
氏
討
伐
の
令
旨
を

受
け
て
挙
兵
。
鎌
倉
を
本
拠
に
関
東
に
勢
力
を
伸
ば
し
、
弟
範
頼
・
義
経
を
西
上
さ
せ
て
義
仲
を
討
ち
、
次
い
で
平
氏
を
全
滅
さ
せ
た
。
義

経
追
討
を
名
目
に
守
護
・
地
頭
設
置
の
許
可
を
得
て
武
家
政
権
の
基
礎
を
確
立
。
一
一
九
二
年
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
一
九
九
年

落
馬
が
原
因
で
死
去
。　

元
暦
元
年
―
平
家
方
は
引
き
続
き
寿
永
の
年
号
を
用
い
る
。　

宇
治
川
ノ
役
先
登
第
一
ノ
功
名
ヲ
挙
ク
―
木
曽
義

仲
と
源
義
経
が
宇
治
川
で
相
対
し
た
と
き
、
義
経
方
の
佐
々
木
高
綱
・
梶
原
景
季
が
、
源
頼
朝
か
ら
与
え
ら
れ
た
名
馬
生
唼
（
い
け
ず
き
）�・



四

磨
墨�（
す
る
す
み
）�で
先
陣
を
争
い
、
勇
気
と
知
略
に
よ
っ
て
高
綱
が
勝
ち
、
義
仲
軍
は
総
崩
れ
。　

頼
朝
ノ
薨
後
―
一
一
九
九
年
。「
薨
」

は
諸
侯
級
の
人
の
死
に
対
し
て
用
い
る
。　

世
ヲ
遁
レ
テ
―
「
遁
」
は
「
遯
」
に
も
作
る
。『
易
』
文
言
「
世
を
遯
れ
て
悶
罔
し
」。
陸
機
・

演
連
珠「
遁
世
之
士
」。　

南
都
―
古
都
奈
良
の
別
称
。
京
都
に
対
す
る
称
。
奈
良
の
諸
社
寺
を
さ
す
呼
称
と
し
て
使
用
し
た
の
が
始
ま
り
で
，

奈
良
の
官
大
寺
を
南
都
七
大
寺
と
呼
ん
だ
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
興
隆
し
た
興
福
寺
の
み
を
さ
し
て
い
う
場
合
も
あ
る
。　

竟
ニ
―
と
う
と

う
。
意
外
な
結
果
に
な
っ
た
と
き
に
用
い
る
。　

西
国
ヲ
周
ク
リ
―
高
綱
は
出
家
後
各
地
を
巡
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。　

建
保

四
年
二
月
十
五
日
ヲ
以
テ
卒
ス
―
碑
銘
の
説
。
通
説
は
建
保
二
年
。　

年
七
十
五
―
通
説
に
し
た
が
わ
ず
、
碑
銘
の
説
に
従
っ
て
い
る
。
生

年
も
諸
説
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

田だ　

淞
し
よ
う

雨う

奮
然
叱
馬
蹴
奔
瀧
、
便
見
西
軍
勢
已
降
。
莵
水
流
芳
千
歳
下
、
誰
図
埋
骨
在
松
江
。

【
訓
読
】
奮ふ

ん

然ぜ
ん

と
し
て
馬う
ま

を
叱し
つ

し
奔ほ
ん

瀧ろ
う

を
蹴け

る
、
便す
な
わち
見み

る
西せ
い

軍ぐ
ん

の
勢せ
い

已す
で

に
降く
だ

る
を
。
莵と

水す
い

芳ほ
う

を
流な
が

す
千せ
ん

歳ざ
い

の
下も
と

、
誰た
れ

か
図は
か

ら
ん
骨ほ
ね

を
埋う

ず

む
る
こ
と
松ま

つ

江え

に
在あ

ら
ん
と
は
。

【
訳
】
佐
々
木
高
綱
が
気
合
い
も
ろ
と
も
、
名
馬
生
唼
を
叱
り
つ
け
て
、
瀧
の
よ
う
な
本
流
を
蹴
り
進
め
さ
せ
る
や
、
忽
ち
、
宇
治
川
の
西

側
に
陣
を
構
え
て
い
た
、
木
曽
義
仲
方
の
軍
が
総
崩
れ
に
な
る
形
勢
と
な
っ
た
。
高
綱
の
名
声
は
、
宇
治
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
千
年
の
後

も
流
れ
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
意
外
な
こ
と
に
、
彼
は
骨
を
こ
の
松
江
に
埋
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
の
を
知
る
人
は
少
な
い
）。

【
注
】
奮
然
―
ふ
る
い
立
つ
さ
ま
。
勇
気
・
気
力
な
ど
を
ふ
る
い
起
こ
す
さ
ま
。
韓
愈
・
鄂
州
の
柳
中
丞
に
与
う
る
書
之
二
「
独
り
閤
下
奮

然
と
率
先
し
て
、
界
上
に
兵
を
揚
ぐ
」。　

叱
馬
―
宋
祁
「
雲
梯
馬
を
叱
し
西
征
を
賦
す
」。　

蹴
奔
瀧
―
瀧
は
、
中
国
で
は
あ
ま
り
使
わ
な

い
文
字
。
日
本
の
垂
直
な
「
た
き
」
の
み
で
は
な
く
、
水
平
に
近
い
急
流
・
奔
流
を
も
指
す
。
い
ろ
い
ろ
な
発
音
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
押

韻
（
江
韻
）
の
関
係
で
、「
ラ
ウ
（
ロ
ウ
）」
と
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
奔
瀧
も
、
殺
到
す
る
よ
う
な
急
激
な
水
流
。
范
成
大
・
贛
江
亭

に
寄
題
す
「
鼓
旗
西
征
し
て
奔
瀧
を
上
り
、
思
う
所
は
見
え
ず
心
は
降
り
難
し
」。　

便
見
―
「
便
」
は
、・
・
・
す
る
や
い
な
や
す
ぐ
に
、

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
方
干
・
狂
寇
後
劉
尚
書
に
上
る
「
便
ち
見
る
台
星
の
座
隅
に
逼
る
を
」。　

西
軍
―
こ
こ
で
は
、
木
曽
義
仲
配
下
の
軍
。　
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五

勢
已
降
―
情
勢
（
戦
況
）
が
早
く
も
降
伏
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
孫
一
元
・
夜
起
き
て
茶
を
煮
る
「
水
火
の
声
初
め
て
戰
い
、
旗
槍
の

勢
已
に
降
る
」。　

莵
水
―
宇
治
川
の
こ
と
。
伝
説
上
の
皇
族
、
菟
道
稚
郎
子
命
（『
日
本
書
記
』
の
表
記
。
う
じ
の
わ
き
い
ら
つ
こ
の
み
こ

と
）
に
ち
な
ん
で
、「
宇
治
」
と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
蕪
村
・
澱
河
歌
「
菟
水
澱
水
に
合
す
」。　

流
芳
―
よ
い
香
り
を
あ
た
り

に
た
だ
よ
わ
せ
る
こ
と
。
曹
植
・
洛
神
賦
「
椒
涂
の
郁
烈
な
る
を
践
み
、
蘅
薄
に
步
み
て
而
し
て
芳
を
流
す
」。
広
が
っ
て
、
名
誉
を
後
世

に
残
す
意
味
に
な
っ
た
。『
三
国
志
』
魏
志
文
徳
郭
皇
后
伝
「
并
び
に
賢
明
を
以
て
、
芳
を
上
世
に
流
す
」。
洪
适
・
余
吏
部
挽
詩
三
首
其
一

「
芳
を
流
す
千
載
の
下
」。　

千
歳
下
―
趙
孟
頫
・
玄
洲
十
詠
張
貞
居
に
寄
す
其
十
隠
居
松
「
当
に
知
る
べ
し
千
歲
の
下
、
子
に
遺
す
に
清
風

を
以
て
す
る
を
」。　

誰
図
―
誰
が
思
お
う
か
。
豈
図
ら
ん
や
、
誰
か
知
ら
ん
や
、
に
同
じ
。
た
だ
し
、
中
国
の
用
例
は
、
誰
が
絵
を
描
い

た
の
か
と
い
う
意
味
で
使
う
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。　

埋
骨
―
遺
骸
を
埋
め
る
こ
と
、す
な
わ
ち
故
郷
を
離
れ
た
遠
い
地
で
死
ぬ
こ
と
。

『
後
漢
書
』
度
尚
伝
「
磐
は
骨
を
牢
檻
に
埋
む
」。
白
居
易
・
故
元
少
尹
集
の
後
に
題
す
「
龍
門
原
上
の
土
、
骨
を
埋
む
る
も
名
を
埋
め
ず
」。

梅
堯
臣
・
静
山
に
游
隠
す
「
骨
を
埋
む
る
こ
と
林
陬
に
在
ら
ん
」。
骨
を
埋
め
る
と
い
え
ば
、
蘇
軾
・
獄
中
作
「
是
（
い
た
）
る
処
の
青
山

骨
を
埋
む
可
し
」
が
も
っ
と
も
有
名
。

＊
宇
治
川
の
先
陣
争
い
の
懐
古
か
ら
、
宇
治
川
が
流
れ
る
よ
う
に
時
が
流
れ
て
、
眼
前
の
墓
に
意
識
が
戻
っ
て
く
る
。
ふ
と
我
に
返
る
、
そ

し
て
、
自
分
自
身
が
こ
の
場
に
い
る
巡
り
合
わ
せ
の
不
思
議
さ
。
奇
妙
な
感
覚
を
表
現
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三み

島し
ま　

雲う
ん

滙か
い

先
登
功
績
去
無
蹤
、
抔
土
空
餘
三
尺
封
。
一
霎
寒
声
白
揚
雨
、
似
聞
莵
水
叱
驕
龍
。

【
訓
読
】
先せ

ん

登と
う

の
功こ
う

績せ
き

去さ

り
て
蹤あ
と

無な

し
、
抔ほ
う

土ど

空む
な

し
く
餘あ
ま

す
三さ
ん

尺せ
き

の
封ほ
う

。
一い
つ

霎そ
う

の
寒か
ん

声せ
い

白し
ろ

く
雨あ
め

を
揚あ

げ
、
莵と

水す
い

に
驕
き
よ
う

龍り
よ
うを
叱し
つ

す
る
を
聞き

く
に

似に

た
り
。

【
訳
】
一
番
乗
り
の
功
績
は
も
は
や
こ
の
世
に
後
を
と
ど
め
ず
、
ひ
と
す
く
い
の
土
に
三
尺
四
方
の
墓
地
が
む
な
し
く
残
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
突
然
、
一
刹
那
、
寒
風
の
音
が
高
ら
か
に
ひ
び
き
、
あ
た
り
が
真
っ
白
に
な
る
ほ
ど
に
雨
を
横
な
ぐ
り
に
吹
き
つ
け
た
。
そ
の
か
み
、

宇
治
川
で
い
き
り
立
っ
た
龍
の
ご
と
き
馬
を
高
綱
が
叱
り
つ
け
て
い
る
声
が
、
あ
た
か
も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。



六

【
注
】
先
登
―
ま
っ
さ
き
に
敵
の
城
に
攻
め
入
る
こ
と
。
一
番
乗
り
。
さ
き
が
け
。
先
陣
。『
左
伝
』
隠
公
十
一
年
「
潁
考
叔
は
鄭
伯
之
旗
蝥

弧
を
取
っ
て
以
て
先
登
す
」。
後
に
は
、「
登
」
の
義
を
離
れ
て
、
戦
争
一
般
の
先
鋒
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。『
後
漢
書
』
段
熲
伝
「
追
悼

し
て
南
の
か
た
河
を
度
り
、
軍
吏
田
晏
、
夏
育
を
し
て
先
登
を
募
ら
使
む
」。　

功
績
―
功
労
。『
荀
子
』
王
霸
「
功
績
は
天
地
の
如
し
」。

伍
喬
・
山
水
障
子
を
観
る
「
功
績
精
妍
に
し
て
世
に
倫
少
し
」。　

去
無
蹤
―
劉
長
卿
・
洞
庭
駅
に
郴
州
使
還
る
に
逢
う
、
李
湯
司
馬
に
寄

す
「
孤
雲
飛
び
て
定
ら
ず
、
落
葉
去
り
て
蹤
無
し
」。　

抔
土
―
ひ
と
す
く
い
の
土
。『
史
記
』
張
釈
之
馮
唐
列
伝
「
假
令
（
た
と
い
）
愚
民

長
陵
（
漢
高
祖
の
陵
）
の
一
抔
の
土
を
取
る
も
、
陛
下
何
を
以
て
か
其
の
法
を
加
え
ん
乎
」。
こ
の
故
事
か
ら
、
抔
土
は
墓
そ
の
も
の
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
。
駱
賓
王
の
檄
文
「
一
抔
之
土
未
だ
乾
か
ざ
る
に
、
六
尺
之
孤
安
く
に
か
在
る
」
が
有
名
。
盧
綸
・
棲
巖
寺
隋
文
帝
馬
脳

盞
歌
「
嘆
ず
可
し
隋
陵
一
抔
の
土
」。　

空
餘
―
何
胥
・
陳
昭
を
哭
す
「
復
た
酣
歌
の
楽
し
み
無
く
、
空
し
く
燕
雀
の
喧
し
き
を
餘
す
」。　

三
尺
封
―
封
は
土
を
も
っ
た
墓
の
こ
と
。『
礼
記
』
礼
器
「
宮
室
之
量
、
器
皿
之
度
、
棺
椁
之
厚
、
丘
封
之
大
、
此
は
大
を
以
て
貴
し
と
為

す
也
」。『
後
漢
書
』
東
夷
伝
高
句
驪
「
金
銀
財
幣
厚
葬
に
尽
く
す
。
石
を
積
み
て
封
と
為
し
、
亦
た
松
柏
を
種
う
」。
羅
公
升
・
感
旧
「
但

だ
一
寸
の
心
を
留
め
て
、
三
尺
の
封
に
愧
じ
ざ
ら
ん
」。
三
尺
は
土
を
も
っ
た
高
さ
で
あ
ろ
う
。
典
故
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
っ
て
、
高
綱

の
墓
の
こ
と
で
は
な
い
。　

一
霎
―
「
霎
」
は
本
来
、
に
わ
か
雨
の
音
。
引
い
て
、
短
い
時
間
を
表
す
。
孟
郊
・
春
雨
の
後
「
昨
夜
一
霎
の

雨
、天
意
は
群
物
を
蘇
え
ら
す
」。　

寒
声
―
厳
寒
の
風
雨
の
音
。
す
さ
ま
じ
い
気
持
ち
を
引
き
起
こ
す
。
こ
が
ら
し
。
朱
鄴
『
扶
桑
賦
』「
巨

影
空
に
倒
れ
て
而
し
て
漠
漠
、
寒
声
夜
を
吹
き
て
以
て
颾
颾
」。
沈
約
・
寒
松
「
梢
は
聳
え
て
寒
声
に
振
う
」。　

白
揚
雨
―
「
揚
白
雨
」
と

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
お
そ
ら
く
、
訓
読
の
調
子
と
平
仄
の
関
係
（
挟
平
格
）
で
わ
ざ
と
こ
の
語
順
に
し
た
。
白
雨
は
、
に
わ
か
雨
の
こ
と
。

激
し
く
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
、
白
く
見
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
あ
ら
れ
混
じ
り
も
考
え
ら
れ
る
。
李
白
・
鰕
湖
に
宿
る
「
白
雨
寒
山
に
映

じ
、
森
森
と
し
て
银
竹
に
似
る
」。
盧
襄
・
上
皇
帝
御
製
題
扇
面
に
画
く
所
の
木
犀
、
從
臣
榮
薿
に
賜
う
「
多
謝
す
秋
風
雨
露
を
揚
げ
、
丹

心
一
一
君
の
為
に
開
く
を
」。　

似
聞
―
き
い
た
よ
う
だ
。
ど
う
も
・
・
・
の
よ
う
だ
（
だ
そ
う
だ
）。
杜
甫
・
遠
遊
「
聞
く
に
似
た
り
胡
騎

走
る
と　

喜
び
を
失
い
て
京
華
を
問
う
」。　

叱
驕
龍
―
高
綱
の
乗
っ
た
と
い
う
名
馬
生
唼
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。駿
馬
を
龍
に
喩
え
る
。『
周
礼
』

夏
官
「
馬
は
八
尺
以
上
を
龍
と
為
す
」。「
驕
」
は
、
本
来
勇
壮
な
馬
を
指
す
こ
と
ば
、
引
い
て
傲
慢
や
凶
暴
の
意
と
な
る
。
以
下
は
、
馬
の

喩
え
で
は
な
い
が
、
賴
山
陽
『
日
本
楽
府
』
桶
子
峡
「
驕
龍
元
を
喪
い
敗
鱗
飛
ぶ
」。
强
至
・
競
渡
「
驕
龍
水
に
戰
い
先
後
を
争
い
、
采
蜃
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七

川
に
橫
わ
り
有
無
を
半
ば
に
す
」。

＊
前
首
と
は
逆
に
、
高
綱
の
墓
前
に
歴
史
の
む
な
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
、
に
わ
か
雨
を
き
っ
か
け
に
、
過
去
が
よ
み
が
え
る
趣
向
。
お
そ

ら
く
、
前
首
と
同
時
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

江え　

可か

物ぶ
つ

も
の
のゝ

ふ
の　

跡あ
と

訪と

ふ
露つ
ゆ

の　

光ひ
か
りか
な

【
訳
】武
士
高
綱
の
足
跡
を
し
の
び
、こ
の
墓
地
に
行
き
着
い
て
、さ
て
御
霊
を
弔
う
こ
と
に
す
る
。墓
に
は
、露
の
玉
が
滴
っ
て
、輝
い
て
い
る
。

そ
の
光
を
み
て
い
る
と
、宇
治
川
の
先
陣
争
い
の
水
し
ぶ
き
の
幻
想
が
浮
か
ん
で
く
る
。
露
の
よ
う
に
む
な
し
い
一
生
と
言
え
ば
一
生
だ
が
、

そ
の
生
前
の
栄
光
も
今
な
お
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
注
】
可
物
―
本
名
、
履
歴
等
不
詳
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
山
内
曲
川
門
の
俳
人
。
出
雲
地
方
の
漢
詩
・
俳
句
雑
誌
で
あ
る
『
風
流
新
誌
』（
明

治
十
四
年　

一
年
舎
出
版
）
第
壹
号
で
、
出
雲
の
俳
人
の
作
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
に
、「
御
降
や
年
ハ
た
し
か
に
明
な
が
ら
」
の
句
を

載
せ
て
、
作
者
を
「
可
物
事　

一
外
」
と
し
て
い
る
。「
事
（
こ
と
）」
は
、
通
称
・
雅
号
な
ど
と
本
名
と
の
間
に
用
い
て
、
両
名
称
の
指
す

人
物
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
お
そ
ら
く
そ
れ
ま
で
の
「
可
物
」
の
号
を
「
一
外
」
に
あ
ら
ら
め
た
の
で
あ
ろ
う
。『
出
雲
名
勝
摘
要
』

刊
行
前
は
「
可
物
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
壹
号
と
同
年
発
行
の　
『
風
流
新
誌
』
第
貳
号
に
は
、
一
外
の
作
と
し
て
、

「
笠
も
た
ぬ
旅
人
も
あ
り
春
の
風
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
マ
ツ
エ
の
俳
人
の
列
）。　

も
の
ゝ
ふ
の
―
「
も
の
の
ふ
」
は
、歌
語
と
し
て
は
、

多
数
を
示
す
言
葉
に
先
行
す
る
枕
詞
と
し
て
使
う
が
、
俳
諧
で
は
い
わ
ゆ
る
武
士
の
意
味
。
越
人
「
武
士
の
鷹
う
つ
山
も
ほ
ど
近
し
」。　

跡
訪
ふ
―
昔
の
人
を
忍
ん
で
、遺
跡
を
訪
ね
た
り
、事
跡
を
探
る
こ
と
。さ
ら
に
、な
く
な
っ
た
人
の
霊
を
弔
い
、仏
事
を
行
う
意
味
に
な
っ
た
。

『
山
家
集
』「
あ
と
を
と
ふ
道
に
や
君
は
入
り
ぬ
ら
ん
く
る
し
き
死
出
の
山
へ
か
か
ら
で
」。
馬
見「
こ
の
盆
は
実
の
母
の
あ
と
問
て
」。
几
董「
な

き
あ
と
訪
ふ
て
露
に
た
た
ず
む
」。　

露
の
光
か
な
―
「
露
の
光
」
は
、玉
葉
集
「
草
む
ら
に
蛍
乱
る
る
夕
暮
れ
は
露
の
光
ぞ
別
れ
ざ
り
け
る
」

の
よ
う
に
、
和
歌
で
は
明
る
い
き
れ
い
な
イ
メ
ー
ジ
で
用
い
ら
れ
る
が
、
連
歌
で
は
、
天
正
四
年
万
句
「
露
の
光
の
消
ゆ
る
笹
原
」
の
ご
と

く
、
は
か
な
さ
が
詠
ま
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
仏
教
的
な
無
常
観
に
近
い
感
覚
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。



八

＊
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』
の
「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」、「
五
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂
」
等
の
句
境
を
生
か
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。「
跡
」
や
「
光
」
の
語
が
見
え
る
し
、「
兵
」
は
「
も
の
の
ふ
」
に
、「
五
月
雨
」
は
「
露
」（
梅
雨
）
に
対
応
す
る
。
漢
詩
の
よ
う
に
、

宇
治
の
先
陣
争
い
の
こ
と
は
言
及
し
な
い
の
に
、
も
の
の
ふ
の
語
に
よ
っ
て
、
自
然
に
そ
れ
を
思
い
浮
か
ば
せ
る
手
法
は
面
白
い
。
墓
の
語

も
用
い
な
い
。「
あ
と
と
ふ
」
に
よ
っ
て
、
高
綱
の
事
跡
を
慕
っ
て
、
墓
参
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
墓
跡
を
訪
れ
る
と
露
の
光
が
あ
り
、
そ

の
露
の
光
を
見
る
と
、
ま
た
宇
治
の
先
陣
争
い
（
と
そ
の
む
な
し
さ
、
だ
か
ら
高
綱
は
仏
門
に
入
っ
た
）
が
思
い
浮
か
ぶ
と
い
う
取
り
合
わ

せ
、
圧
縮
的
し
た
が
っ
て
言
葉
足
ら
ず
な
表
現
が
、
い
か
に
も
俳
諧
的
で
あ
る
。

　

○
龍り

ゆ
う

頭ず
が

瀧た
き

松ま
つ

笠か
さ

村む
ら

（
飯い
い

石し

郡ぐ
ん

）、
鳥と

屋や
が

丸ま
る

山さ
ん

中ち
ゆ
うノ
瀧た
き

、
是こ

レ
ナ
リ
。
高た
か

サ
数す
う

十じ
ゆ
う

丈じ
よ
う、
幅は
ば

凡お
よ

ソ
十じ
つ

間け
ん

。
下し
も

ニ
淵え
ん

潭た
ん

ア
リ
。
奇き

巌が
ん

怪か
い

石せ
き

聳し
よ
う

立り
つ

シ
テ
、
蛟こ
う

龍
り
よ
う

ノ
飛と

ハば

ン
ト
欲ほ
つ

ス
ル
形け
い

状じ
よ
うヲ
ナ
ス
。
古こ

木ぼ
く

ノ
葱そ
う

々そ
う

ト
起き

臥が

ス
ル
ハ
、
恰あ
た
かモ
龍り
ゆ
うノ
鬚し
ゆ

髯ぜ
ん

ヲ
垂た

ル
るゝ

カが

如ご
と

ク
、
口こ
う

頭と
う

ノ
深し
ん

々し
ん

ト
白は
く

霧む

ヲ
籠こ

ム
ル
ハ
、

恰あ
た
かモ
龍り
ゆ
うノ
雲う
ん

霓げ
い

ヲ
起お

コ
ス
カが

如ご
と

シ
。
其そ
の

声こ
え

雷ら
い

霆て
い

ニ
異こ
と

ナ
ラ
スず

。
一い
ち

遊ゆ
う

之こ

レ
ヲ
眺な
が

メ
ハば

、光こ
う

景け
い

佳か

絶ぜ
つ

ニ
シ
テ
、人ひ
と

ヲ
シ
テ
塵じ
ん

外が
い

ノ
想お
も
いヲ
ナ
サ
シ
ム
。

【
訳
】
松
笠
村
飯
石
郡
鳥
屋
ヶ
丸
山
に
あ
る
瀧
で
あ
る
。
高
さ
数
十
丈
（
約
二
百
メ
ー
ト
ル
？
）、
幅
は
全
て
合
わ
せ
て
十
間
（
十
八
メ
ー
ト

ル
）、
滝
の
下
に
は
ふ
ち
が
広
が
っ
て
い
る
。
奇
怪
な
岩
石
が
そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
龍
が
今
に
も
飛
び
立
と
う
と
す
る
よ
う
な
姿
を
見
せ

て
い
る
。
青
々
と
し
た
古
色
蒼
然
た
る
樹
木
が
立
っ
た
り
臥
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
ま
る
で
龍
が
髭
を
垂
ら
し
て
い
る
か
の
よ
う
。
そ
の

口
の
あ
た
り
、
白
い
霧
が
ず
っ
と
立
ち
こ
め
て
い
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
龍
が
雲
や
虹
を
湧
き
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
瀧

の
音
は
、
雷
が
と
ど
ろ
い
た
の
と
全
く
同
じ
。
一
回
こ
こ
に
遊
び
に
来
て
、
眺
め
る
と
、
そ
の
光
景
の
素
晴
ら
し
さ
は
こ
の
世
の
も
の
と
は

思
え
ぬ
ほ
ど
で
、
参
拝
者
は
俗
塵
を
逃
れ
た
世
界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。

【
注
】
龍
頭
瀧
―
島
根
県
雲
南
市
掛
合
町
松
笠
に
あ
る
龍
頭
が
滝
（
現
在
は
お
お
く
こ
の
表
記
で
あ
る
。
瀧
は
本
字
、
滝
は
俗
字
。
以
下
瀧

に
統
一
）。
雲
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
と
、
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
お
り
、
中
国
随
一
の
名
瀑
と
も
称
さ
れ
る
。
落
差
四
十

メ
ー
ト
ル
の
雄
滝
と
そ
の
下
流
三
十
メ
ー
ト
ル
の
雌
滝
か
ら
な
る
。
老
杉
に
囲
ま
れ
、
約
四
十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
激
し
く
し
ぶ
き
を
飛

び
散
ら
せ
な
が
ら
流
れ
落
ち
る
雄
滝
は
、
ま
さ
に
う
ね
り
を
あ
げ
て
昇
天
す
る
龍
の
よ
う
で
あ
る
。
滝
の
裏
側
に
は
、
滝
観
音
が
祀
ら
れ
て



訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
七
）

九

い
る
見
事
な
岩
窟
が
あ
り
、裏
見
の
滝
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
項
は
雄
滝
に
の
み
言
及
す
る
。　

松
笠
村
―
現
雲
南
市
掛
合
町
松
笠
。

村
名
は
、
江
戸
時
代
（
松
江
藩
）
か
ら
確
認
で
き
る
。
鉄
山
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
町
村
制
施
行
後
も
独
立
村
と
し
て
、
存
続
。
昭
和

二
十
六
年
飯
石
郡
掛
合
村
（
そ
の
年
に
掛
合
町
と
な
る
）
に
併
合
さ
れ
、
大
字
と
な
る
。
掛
合
町
は
、
平
成
十
六
年
に
五
町
村
と
合
併
し
て

雲
南
市
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。
律
令
制
下
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、
飯
石
郡
多
禰
郷
に
属
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
松
笠
の
名
は
も
ち

ろ
ん
、
龍
頭
が
瀧
の
記
載
も
な
い
。　

飯
石
郡
―
現
出
雲
市
の
一
部
、
雲
南
市
の
一
部
、
飯
南
市
の
大
部
分
よ
り
成
り
立
つ
。
律
令
制
下
の

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
伊
毘
志
都
幣
命
（
い
ひ
し
つ
べ
の
み
こ
と
）
と
い
う
神
が
こ
の
地
に
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
に
因

む
と
い
う
。
江
戸
時
代
は
松
江
藩
・
広
瀬
藩
の
支
配
下
に
あ
り
、
廃
藩
置
県
の
明
治
四
年
松
江
県
・
広
瀬
県
の
管
轄
と
な
り
、
同
年
の
府
県

統
合
に
よ
り
、
島
根
県
管
轄
と
な
っ
た
。
明
治
十
二
年
（
こ
の
書
の
発
行
の
前
々
年
）
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
行
政
区
画
と
し
て

の
飯
石
郡
が
発
足
。
郡
役
所
が
掛
合
村
に
設
置
さ
れ
た
。　

鳥
屋
丸
山
―
現
代
の
表
記
は
鳥
屋
ヶ
丸
。
雲
南
市
と
出
雲
市
の
境
に
あ
る
。
標

高
六
八
六
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
山
か
ら
発
す
る
滝
谷
川
の
下
流
に
、龍
頭
の
滝
が
あ
る
。
鳥
屋（
と
や
）は
鳥
小
屋
の
こ
と
で
、竹
を
編
ん
で
作
っ

た
大
き
な
籠
の
よ
う
な
形
状
で
、山
容
が
に
て
い
る
こ
と
か
ら
か
く
名
付
け
た
の
か
。
松
笠
の
地
名
も
、そ
こ
か
ら
眺
め
ら
れ
る
編
み
笠
（
ま

た
は
松
ぼ
っ
く
り
）
に
似
た
本
山
の
形
状
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
島
重
養
、
松
井
言
正
の
歌
中
の
「
松
笠
（
山
）」

も
鳥
屋
ヶ
丸
山
中
（
あ
る
い
は
そ
の
山
系
の
一
部
）
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
丸
」
は
城
郭
の
こ
と
か
（
二
の
丸
、三
の
丸
）。

中
世
の
山
城
が
山
頂
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
（
な
お
、
雲
南
市
木
次
町
湯
村
に
も
同
名
の
山
が
あ
り
、
中
世
山
城
の
遺
蹟
と
し
て
は
こ
ち
ら

が
有
名
）。　

高
サ
数
十
丈
、
幅
凡
ソ
十
間
―
丈
は
尺
貫
法
（
一
八
九
一
年
。
こ
の
書
発
行
の
十
年
後
）
で
は
約
三
メ
ー
ト
ル
だ
が
、「
大
丈

夫
」の
語
で
も
分
か
る
よ
う
に
古
代
は
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、こ
こ
の
の
数
十
丈
が
五
六
十
丈
だ
と
す
る
と
、百
メ
ー

ト
ル
前
後
の
巨
大
な
瀑
布
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
誇
張
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
現
在
の
観
光
案
内
等
の
落
差
四
〇
メ
ー
ト
ル
と

い
う
の
も
疑
問
で
、
下
か
ら
見
え
る
落
下
部
の
全
長
は
せ
い
ぜ
い
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
わ
ざ
わ
ざ
、
見
え
な
い
上
方
か
ら

は
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
確
か
に
他
の
凡
百
の
瀧
を
圧
倒
す
る
雄
壮
な
姿
で
あ
り
、
誇
大
表
記
を
し
た
く
な
る
気
持

ち
は
わ
か
る
。
間
は
、
中
国
語
で
は
元
来
、
建
物
の
柱
と
柱
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
、
建
築
や
検
地
な
ど
で
長
さ
の
単
位
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。
尺
貫
法
で
は
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
時
代
地
方
に
よ
っ
て
ブ
レ
が
あ
る
。
瀧
自
体
の
幅
は
、
増
水
期
で
も
、
十
間



一
〇

に
及
ば
な
い
と
思
う
が
、
瀧
の
裏
の
洞
窟
と
さ
れ
る
部
分
の
大
き
さ
は
測
り
方
に
も
よ
る
が
、
ほ
ぼ
そ
れ
ぐ
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

瀧
の
飛
沫
が
飛
ぶ
範
囲
を
含
め
れ
ば
、か
な
り
広
大
で
あ
る
と
見
な
せ
よ
う
。　

淵
潭
―
深
い
ふ
ち
、滝
壺
。
酈
道
元
『
水
経
注
』
伊
水
「
又

東
は
淵
潭
と
為
す
。
潭
は
渾
り
て
沸
く
が
若
く
、
亦
た
其
の
深
浅
を
測
ら
ざ
る
也
」。
蘇
軾
・
入
峡
「
縈
紆
と
し
て
浩
渺
を
収
め
、
蹙
縮
と

し
て
淵
潭
を
作
す
」。　

奇
巌
―
珍
し
い
形
の
岩
石
。
虞
集
・
舒
城
県
学
明
倫
堂
記
「
奇
巌
幽
谷
、
往
往
に
し
て
昔
賢
有
り
」。�　

怪
石
―

奇
怪
な
他
に
見
な
い
形
状
を
し
た
石
。『
書
経
』
禹
貢
「
岱
は
、
畎
、
絲
、
枲
、
鈆
、
松
、
怪
石
」。
柳
宗
元
・
始
め
て
西
山
の
宴
游
を
得
る

記
「
日
び
其
の
徒
と
高
山
に
上
り
、
深
林
に
入
り
、
廻
谿
を
極
め
、
幽
泉
怪
石
、
遠
き
と
し
て
到
ら
ざ
る
無
し
」。　

聳
立
―
そ
び
え
立
つ
。

他
を
圧
し
て
、
目
立
つ
様
子
。
杜
甫
・
特
進
汝
陽
王
に
贈
る
二
十
韻
「
筆
飛
べ
ば
鸞
は
聳
立
し
、
章
罷
め
ば
鳳
は
鶱
騰
す
」。　

蛟
龍
―
み

ず
ち
と
た
つ
。
本
来
は
二
種
の
伝
説
上
の
動
物
。
深
い
水
に
生
息
。
蛟
は
小
さ
く
無
角
、
龍
は
大
き
く
有
角
。
蛟
は
洪
水
を
起
こ
し
、
龍
は

雲
雨
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
楚
辞·

離
騒
「
蛟
龍
を
麾
き
以
て
津
に
梁
し
兮
、西
皇
に
詔
げ
て
予
を
涉
ら
使
む
」。
王
逸
注
「
小
を
蛟
と
曰
い
、

大
を
龍
と
曰
う
」。
後
に
漠
然
と
龍
の
類
い
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。『
荘
子
』・
秋
水
「
夫
の
水
行
し
て
蛟
龍
を
避
け
ざ
る
者
は
、
渔
父
之

勇
也
」。　

飛
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
―
黄
鵠
曲
四
首
其
四「
飛
ば
ん
と
欲
す
る
も
復
た
飛
ば
ず
、悲
鳴
し
て
群
侶
を
覓
む
」。　

形
状
―
姿
形
、外
貌
。

『
史
記
』・
刺
客
列
伝
「（
豫
譲
）
形
状
を
し
て
知
る
可
か
ら
ざ
ら
使
む
」。　

古
木
―
古
色
蒼
然
た
る
気
配
が
あ
る
、
樹
齢
の
高
い
木
。
何
胥
・

関
を
出
で
使
め
被
る
「
奔
流
下
は
石
に
激
し
、
古
木
上
は
天
に
参
わ
る
」。
魏
徵
・
述
懐
「
古
木
寒
鳥
鳴
き
、
空
山
夜
猿
啼
く
」。　

葱
々
―

草
木
が
青
く
茂
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
様
の
形
容
。
王
充
『
論
衡
』
吉
験
「
王
莽
の
時
、
謁
者
の
蘇
伯
阿
能
く
気
を
望
む
。
使
い
し
て
舂

陵
を
過
ぐ
る
に
、城
郭
鬱
鬱
葱
葱
た
り
」。
庾
信
・
周
五
帝
を
祀
る
歌
十
二
首
其
七
「
黄
帝
雲
門
に
舞
い
、神
光
乃
ち
超
忽
、嘉
气
恒
に
葱
葱
」。

李
白
・
温
泉
宮
に
遊
宿
す
る
に
侍
従
す
る
作
「
日
出
で
て
佳
気
を
瞻
る
に
、
葱
葱
と
し
て
聖
君
を
繞
る
」。　

起
臥
―
起
き
た
り
、
臥
し
た
り
。

常
住
坐
臥
の
よ
う
に
、
日
常
の
生
活
を
指
す
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
は
字
義
の
通
り
で
、
古
木
が
様
々
な
姿
態
で
あ
る
の
を
擬
人
化
し
た
。

顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
養
生
「
慎
ん
で
起
臥
を
節
し
、
均
し
く
寒
暄
に
適
す
」。　

鬚
髯
―
顎
や
ほ
お
に
生
え
る
ひ
げ
。『
漢
書
』
高
帝
紀
上

「
高
祖
人
と
為
り
、
隆
準
に
し
て
而
し
て
龍
顔
、
鬚
髯
を
美
し
く
し
、
左
股
に
七
十
二
黒
子
有
り
」。
そ
の
顔
師
古
の
注
に
「
颐
（
あ
ご
）
に

在
る
は
須
と
曰
い
、頬
に
在
る
は
髯
と
曰
う
」。
杜
甫
・
瞿
塘
両
崖
「
猱
玃
鬚
髯
古
り
、蛟
龍
窟
宅
尊
し
」。　

口
頭
―
口
の
こ
と
。
頭
は
助
字
、

「
江
頭
」
の
よ
う
に
、
そ
の
あ
た
り
を
漠
然
と
指
す
。
瀧
を
昇
龍
に
見
立
て
て
、
そ
の
口
に
当
た
る
部
分
と
い
え
ば
、
瀧
の
上
部
に
当
た
る
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か
も
し
れ
な
い
が
、こ
こ
は
、瀧
壺
及
び
背
後
の
洞
穴
を
（
真
正
面
を
向
い
た
龍
の
顔
の
）
巨
大
な
口
に
た
と
え
た
と
見
た
い
。『
朱
子
語
類
』

卷
七
六
「
天
下
の
道
理
は
只
だ
聖
人
の
口
頭
に
在
り
、
口
を
開
け
ば
便
ち
是
れ
道
理
な
り
」。　

深
々
―
垂
直
方
向
の
水
に
対
し
て
の
み
な

ら
ず
、
水
平
方
向
の
空
間
に
た
い
し
て
も
「
深
」
と
い
う
。
水
が
深
い
と
底
が
見
え
な
い
よ
う
に
、
霧
が
「
深
」
く
て
濃
密
で
、
遠
く
が
見

え
に
く
く
な
る
様
。
張
説
・
楊
炯
に
贈
別
す
る
箴
「
杳
杳
た
る
深
谷
、
深
深
た
る
喬
木
」。
崔
橹
・
華
清
宮
「
草
は
回
磴
を
遮
っ
て
鳴
鸞
を

絶
ち
、
雲
樹
深
深
と
し
て
碧
殿
寒
し
」。　

白
霧
ヲ
籠
ム
ル
ハ
―
杜
甫
・
西
閣
夜
「
恍
惚
と
し
て
寒
山
暮
れ
、
逶
迤
と
し
て
白
霧
昏
し
」。
籠

は
、
本
来
か
ご
の
よ
う
な
何
か
に
覆
わ
れ
る
こ
と
で
、
白
霧
に
籠
め
ら
れ
る
と
受
け
身
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
が
、
日
本
語
で
は
他
動
詞
的

に
使
う
場
合
が
多
い
。
何
か
を
空
間
に
詰
め
込
む
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
か
。
胡
寅
・
韓
司
諫
叔
夏
楽
谷
五
吟
に
和
す
（
紙
帳
）「
細

皺
寒
波
を
巻
き
、
軽
明
白
霧
に
籠
め
ら
る
（
籠
白
霧
）」。　

雲
霓
―
中
国
古
代
で
は
、
に
じ
を
龍
の
一
種
と
考
え
、
雄
を
虹
、
雌
を
霓
・
蜺

と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
雲
霓
は
本
来
は
、
く
も
と
に
じ
の
二
つ
を
指
す
が
、
や
が
て
雲
の
意
味
は
消
え
、
二
字
で
に
じ
を
漠
然
と
指
す
よ

う
に
な
っ
た
。
屈
原
・
離
騒
「
飄
風
は
屯
し
て
其
れ
相
い
離
れ
兮
、雲
霓
を
帥
い
て
而
し
て
来
り
御
す
」
は
お
そ
ら
く
く
も
と
に
じ
。『
孟
子
』・

梁
惠
王
「
民
之
を
望
む
こ
と
、
大
旱
之
雲
霓
を
望
む
が
若
き
也
」
は
、
注
疏
に
よ
れ
ば
、
に
じ
の
み
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
韓
淲
・
雨
を
喜

び
、
三
衢
蘇
大
使
君
に
呈
す
「
震
雷
電
を
飛
ば
し
雲
霓
を
起
こ
す
」。　

雷
霆
―
す
さ
ま
じ
い
雷
鳴
。
霆
は
大
き
な
雷
。
稲
光
よ
り
も
音
に

対
し
て
い
う
。『
易
』・·

繫
辞
上
「
之
を
鼓
す
る
に
雷
霆
を
以
て
し
、
之
を
潤
す
に
風
雨
を
以
て
す
」。
周
密
・
潮
を
観
る
「
既
に
し
て
而
し

て
漸
く
近
し
、
則
ち
玉
城
雪
嶺
天
に
際
し
て
而
し
て
来
り
、
大
声
は
雷
霆
の
如
し
」。　

一
遊
之
レ
ヲ
眺
メ
ハ
―
謝
霊
運
・
七
里
瀬
「
羈
心

秋
晨
を
積
み
、
晨
は
積
み
て
遊
眺
を
展
ぶ
」。
遊
覧
に
同
じ
。　

光
景
―
も
と
も
と
は
太
陽
光
。『
楚
辞
』·

九
章
惜
往
日
「
光
景
之
誠
に
信

な
る
を
慚
じ
兮
、
身
は
幽
隐
し
て
而
し
て
之
に
備
う
」。『
説
文
解
字
』「
景
、
光
也
」。
蕭
子
範
・
春
望
古
意
「
光
景
漢
宮
に
斜
め
に
し
て
、

横
橋
彩
虹
に
照
る
」。
転
じ
て
、
景
色
、
風
光
を
指
す
。
蕭
綱
・
艶
歌
篇
十
八
韻
「
凌
晨
光
景
麗
ら
か
に
し
て
、
倡
女
鳳
楼
の
中
」。　

佳
絶

―
「
絶
」
は
現
代
中
国
語
で
言
え
ば
「
極
了
」、
程
度
が
甚
だ
し
く
、
他
に
類
例
が
な
い
ほ
ど
に
隔
絶
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
助
字
（
凄
絶
、

壮
絶
）。
劉
徳
秀
・
賀
新
郎　

西
湖
「
歩
み
て
繞
る
湖
辺
の
佳
絶
な
る
処
」。　

塵
外
―
塵
外
は
、
俗
人
を
離
れ
た
深
山
幽
谷
。
張
衡
・
思
玄

賦
「
塵
外
に
遊
ん
で
天
を
瞥
し
兮
、
冥
翳
に
拠
っ
て
而
し
て
哀
鳴
す
」。
孟
浩
然
・
武
陵
泛
舟
「
坐
し
て
聴
く
閑
猿
の
嘯
、
弥
よ
清
く
す
塵

外
の
心
」。
権
徳
輿
・
李
二
十
二
兄
主
簿
馬
迹
山
の
寄
せ
見
る
る
に
酬
ゆ
「
杳
杳
た
り
塵
外
の
想
い
、
悠
悠
た
り
区
中
の
縁
」。



一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清し

水み
ず

南な
ん

山ざ
ん

龍
澄
在
吾
雲
之
松
笠
村
、
去
松
江
十
三
里
。
巉
巌
絶
壁
、
相
環
如
屏
風
。
斯
処
即
洞
也
。
洞
中
東
西
四
五
十
歩
。
西
崕
掛
瀑
布
。
去
崖
上
一

丈
餘
、有
突
巌
。
瀑
水
激
之
砕
如
絲
、咆
哮
鳴
響
如
雷
。
土
人
曰
、西
国
第
一
名
瀑
布
。
実
絶
奇
也
。
瀑
水
飛
下
三
十
三
尋
云
。
事
見
風
土
記
。

【
訓
読
】
龍

り
ゆ
う

澄ず

は
吾わ

が
雲う
ん

之の

松ま
つ

笠か
さ

村む
ら

に
在あ

り
、
松ま
つ

江え

を
去さ

る
こ
と
十
じ
ゆ
う

三さ
ん

里り

。
巉ざ
ん

巌が
ん

絶ぜ
つ

壁ぺ
き

、
相あ
い

環め
ぐ

り
て
屏
び
よ
う

風ぶ

の
如ご
と

し
。
斯こ

の
処
と
こ
ろ

即す
な
わち
洞ど
う

也な
り

。
洞ど
う

中ち
ゆ
うは
東と
う

西ざ
い

四し

五ご

十じ
つ

歩ぽ

。
西せ
い

崕が
い

に
瀑ば
く

布ふ

を
掛か

く
。
崖が
い

上じ
よ
うを
去さ

る
こ
と
一い
ち

丈じ
よ
う

餘あ
ま

り
、
突と
つ

巌が
ん

有あ

り
。
瀑ば
く

水す
い

之こ
れ

に
激げ
き

し
て
砕く
だ

く
る
こ
と
絲い
と

の
如ご
と

し
、

咆ほ
う

哮こ
う

鳴め
い

響き
よ
う

雷か
み
な
りの
如ご
と

し
。
土ど

人じ
ん

曰い
わ

く
、
西さ
い

国ご
く

第だ
い

一い
ち

名め
い

の
瀑ば
く

布ふ

な
り
。
実ま
こ
とに
絶は
な
はだ
奇き

也な
り

。
瀑ば
く

水す
い

飛と

び
下く
だ

る
こ
と
三さ
ん

十じ
ゆ
う

三さ
ん

尋じ
ん

な
り
と
云い

う
。
事こ
と

は
風ふ

土ど

記き

に
見み

ゆ
。

【
訳
】
龍
頭
が
滝
は
我
が
出
雲
藩
の
松
笠
村
に
あ
り
、
松
江
か
ら
十
三
里
（
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
な
れ
て
い
る
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
そ
び

え
立
っ
た
絶
壁
は
、
ぐ
る
り
と
屏
風
の
よ
う
に
滝
を
囲
ん
で
お
り
、
こ
こ
が
洞
窟
に
な
っ
て
い
る
。
洞
窟
の
中
は
東
西
歩
い
て
四
、五
十
歩

（
約
三
十
メ
ー
ト
ル
）。
西
の
崖
に
滝
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
崖
の
上
か
ら
一
丈
（
三
メ
ー
ト
ル
）
あ
ま
り
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
突
き
出
た

岩
が
あ
り
、
滝
の
水
が
こ
れ
に
ぶ
つ
か
っ
て
糸
の
よ
う
に
砕
け
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
雄
叫
び
の
ご
と
き
響
き
は
雷
鳴
の
よ
う
で
、
土
地
の

人
は
西
国
第
一
の
滝
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
景
色
で
あ
る
。
滝
の
水
が
落
ち
る
高
さ
は
三
十
三
尋
（
約
六
十
メ
ー
ト

ル
）
と
い
う
。
こ
の
滝
に
関
し
て
は
『
出
雲
国
風
土
記
』（
実
は
『
出
雲
国
風
土
記
鈔
』）
に
記
載
が
あ
る
。

【
注
】
清
水
南
山
―
例
え
ば
、
講
談
社
人
名
辞
典
に
「
？�
― 

？　

江
戸
時
代
中
期
の
儒
者
。
出
雲
（
い
ず
も
）
松
江
藩
士
。「
三
清
堂
詩
草
」

を
あ
ら
わ
し
た
。
名
は
柔
。
字
（
あ
ざ
な
）
は
伯
翼
。
別
号
に
酔
翁
」
と
あ
る
が
、そ
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
。　

龍
澄
―
龍
頭
が
滝
。「
澄
」

で
「
ず
（
づ
）」
の
音
を
表
す
の
は
甚
だ
不
審
で
、
こ
の
表
記
の
由
来
は
分
か
ら
な
い
が
、
出
雲
国
風
土
記
鈔
の
注
の
部
分
に
も
こ
の
表
記

が
見
え
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
清
水
南
山
が
こ
の
書
を
読
み
、
注
の
部
分
も
風
土
記
本
文
と
見
な
し
た
可
能
性
が
高
い
。
澄
の
和
訓
「
す
む
」

よ
り
、
連
濁
し
て
「
ず
」
と
読
む
と
い
う
重
箱
読
み
だ
と
お
も
わ
れ
る
が
、
澄
の
呉
音
は
「
ド
ウ
」
で
、
龍
頭
の
頭
（
ヅ
）
と
音
が
通
じ
る

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
澄
ん
だ
瀧
の
水
と
関
係
が
あ
る
か
。　

吾
雲
―
雲
州
。
雲
藩
。
出
雲
国
、
ま
た
松
江
藩
の
こ
と
。　

去
松
江
十
三
里

―
一
里
は
約
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
松
江
か
ら
龍
頭
の
瀧
ま
で
直
線
距
離
に
し
て
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
道
の
り
は
ほ
ぼ
妥
当
か
。　

巉
巌
―
険
し
く
て
そ
び
え
る
よ
う
な
山
の
岩
の
こ
と
。
ま
た
、
険
し
い
様
。
宋
玉
・
高
唐
賦
『
巉
巖
に
登
り
て
而
し
て
下
に
望
み
兮
、
大
阺
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一
三

之
稸
水
に
臨
む
」。
酈
道
元
『
水
経
注
』
溱
水
「
廟
渚
は
石
を
攢
む
る
こ
と
巉
巖
，
乱
れ
て
中
川
に
峙
ゆ
」。
李
白
・
金
陵
歌
范
宣
に
送
别
す

「
石
頭
巉
巖
と
し
て
虎
の
踞
る
が
如
し
」。
劉
秉
忠
・
居
庸
関
を
過
ぐ
「
絶
壁
巉
嵓
翠
煙
に
倚
る
」。
王
弘
・
武
夷
歌
「
古
人
の
好
事
今
人
賡

ぎ
、
巉
巖
絶
壁
皆
名
を
題
す
」。　

絶
壁
―
切
り
立
っ
た
崖
。
謝
霊
運
・
石
門
最
高
頂
に
登
る
「
晨
に
策
つ
き
絶
壁
を
尋
ね
、
夕
べ
に
息
い

て
山
栖
に
在
り
」。　

相
環
―
王
洋
・
講
師
を
観
て
感
有
り
「
紛
紛
た
り
士
と
女
と
、
其
の
外
に
復
た
相
い
環
る
」。　

屏
風
―
び
ょ
う
ぶ
。

「
風
を
屏
（
ふ
せ
）
ぐ
」
に
由
来
す
る
。『
史
記
』・
孟
嘗
君
列
伝
「
孟
嘗
君
客
を
待
ち
て
坐
し
て
語
る
、
而
し
て
屏
風
の
後
ろ
に
常
に
侍
史

有
り
」。
樓
鑰
・
趙
資
政
三
層
の
樓
を
建
つ
。
中
層
に
書
を
藏
す
「
環
遶
絶
え
ざ
る
こ
と
屏
風
の
如
し
」。　

斯
処
即
洞
也
―
斯
処
は
此
処
に

同
じ
。「
即
」
の
字
が
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
、「
有
」
と
同
じ
気
分
で
、
こ
こ
に
ほ
ら
あ
な
が
あ
る
程
度
の
解
釈
で
よ
い
か
。
瀧

の
裏
に
、広
い
空
間
が
あ
る
の
を
指
し
て
い
る（
裏
見
の
瀧
を
観
る
ス
ポ
ッ
ト
）。　

洞
中
東
西
―
実
際
は
南
北
方
向
に
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、

山
中
の
こ
と
と
て
、
方
向
感
覚
は
い
い
加
減
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

四
五
十
歩
―
「
歩
」
は
、
本
来
右
足
と
左
足
を
交
互
に
一
回

動
か
し
て
進
ん
だ
距
離
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
片
足
で
進
ん
だ
距
離
を
い
う
。
こ
こ
は
正
式
の
度
量
衡
の
「
歩
（
ぶ
）」（
日
本
で
は
、
一
間
、

一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
で
は
あ
る
ま
い
。
出
雲
国
風
土
記
鈔
で
は
、
十
四
五
歩
に
な
っ
て
い
る
。
単
な
る
誤
写
か
も
し
れ
な
い
が
、
洞
窟
と
い
っ

て
も
岩
が
大
き
く
く
ぼ
ん
で
い
る
体
で
、
内
外
明
確
に
区
別
さ
れ
る
単
純
な
構
造
で
は
な
く
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
測
る
か
に
よ
っ
て
違
う

の
で
あ
ろ
う
。
瀧
の
向
か
っ
て
右
手
の
瀧
壺
を
取
り
囲
む
崖
の
く
ぼ
み
全
体
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。　

西
崕
―
崕
は
崖
の
異
体
字
。

　

掛
瀑
布
―
瀑
は
、空
中
に
飛
び
出
て
落
下
す
る
水
流
。
遠
目
に
、白
い
布
の
ご
と
く
見
え
る
の
で
、た
き
を
瀑
布
と
い
う
。
酈
道
元『
水
経
注
』

漯
水「
瀑
布
梁
に
飛
び
、懸
河
壑
に
注
ぎ
、漰
湍
十
許
り
な
り
」。　

去
崖
上
一
丈
餘
―
突
巌
は
、実
際
は
一
丈
も
下
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る（
上

流
に
も
う
一
つ
突
巌
が
あ
る
よ
う
で
も
な
い
）。
瀧
全
体
を
誇
大
に
と
ら
え
て
い
る
た
め
か
。
下
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
が
崖
の
位
置
は
も
う

少
し
後
方
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。　

突
巌
―
突
き
出
た
岩
。
鄭
板
橋
・
画
蘭
に
題
す
「
身
は
千
山
頂
上
の
頭
に
在
り
、
突
岩
の
深
缝
妙

香
稠
な
り
」。　

瀑
水
―
簡
文
帝
『
招
真
館
碑
』「
高
巖
鬱
起
し
，
青
雲
を
帯
び
て
而
し
て
峯
と
作
り
、
瀑
水
懸
流
し
て
、
天
河
を
雑
じ
え
て

而
し
て
俱
に
洒
ぐ
」。
劉
斌
「
詠
山
」「
石
梁
鳥
路
よ
り
高
く
、瀑
水
天
河
に
近
し
」。　

激
之
―
水
流
が
障
碍
物
に
ぶ
つ
か
っ
て
、湧
き
上
が
っ

た
り
、飛
び
散
っ
た
り
す
る
さ
ま
。『
説
文
解
字
』「
激
，水
碍
げ
ら
れ
袤
に
し
て
疾
き
波
也
」。『
孟
子
』「
激
し
て
而
し
て
之
を
行
か
し
め
ば
，

山
に
在
ら
使
む
可
し
」。　

砕
如
絲
―
『
詩
経
』
皇
皇
者
華
「
我
馬
維
れ
騏
、
六
轡
絲
の
如
し
」。　

咆
哮
―
大
き
な
声
で
わ
め
く
こ
と
。
葛



一
四

洪
『
抱
朴
子
』
清
鑑
「
咆
哮
す
る
者
は
必
ず
し
も
勇
な
ら
ず
」。
引
伸
し
て
、
波
や
雷
が
大
き
な
音
を
だ
す
こ
と
。
庾
闡
・
涉
江
赋
「
澎
湃

洗
渒
，
鬱
怒
と
し
て
咆
哮
す
」。
李
白
・
公
河
を
渡
る
無
か
れ
「
黄
河
西
来
崑
崙
を
決
し
、
咆
哮
万
里
龍
門
に
触
る
」。　

鳴
響
如
雷
―
詩
文

で
は
あ
ま
り
用
い
ぬ
。
日
本
語
常
用
の
「
鳴
り
響
く
」
に
よ
る
か
。
貢
奎
・
秋
懐
「
階
虫
競
い
て
鳴
き
響
く
こ
と
雷
の
如
し
」。
李
洞
・
山

泉
「
半
空
よ
り
飛
び
下
る
水
は
、
勢
去
り
て
響
く
こ
と
雷
の
如
し
」。　

土
人
―
代
々
、
そ
の
土
地
に
住
む
人
。『
後
漢
書
』
虞
詡
伝
「
其
の

土
人
の
鋒
を
推
し
鋭
を
執
り
、
反
顧
之
心
無
き
所
以
の
者
は
、
漢
に
臣
属
す
る
が
為
の
故
也
」。　

第
一
名
―
現
代
語
の
第
一
位
と
い
う
の

に
同
じ
。
韋
莊
・
薛
先
輩
に
寄
す
「
懸
か
に
知
る
迴
日
綵
衣
の
榮
ん
に
し
て
、
仙
籍
高
く
標
す
第
一
の
名
」。　

実
絶
奇
也
―
「
実
」
は
そ

の
言
葉
通
り
、
実
際
に
。「
絶
」
は
、
他
か
ら
か
け
離
れ
て
。
劉
長
卿
・
四
窗
に
游
ぶ
「
四
明
山
は
絕
だ
奇
な
り
、
古
え
自
り
陸
に
登
る
と

說
く
」。　

飛
下
―
吳
融
・
谷
口
寓
居
偶
題
「
峭
壁
削
っ
て
成
り
画
障
を
開
く
、
急
溪
飛
び
て
下
り
繁
弦
に
咽
ぶ
」。　

三
十
三
尋
―
三
十
三

尋
は
、
日
本
に
お
い
て
、
瀧
の
名
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
（
例
え
ば
埼
玉
県
飯
能
市
、
群
馬
県
み
な
か
み
町
所
在
の
瀧
。
さ
ん
じ
ゅ
う
さ

ん
ひ
ろ
ま
た
は
さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
ぴ
ろ
と
読
む
）。
お
そ
ら
く
、
観
音
信
仰
が
、
命
名
の
背
後
に
あ
ろ
う
。
法
華
経
普
門
品
の
説
く
三
十
三

身
に
基
づ
き
、
三
十
三
種
の
観
音
が
い
る
と
い
う
俗
説
に
よ
る
。
日
本
独
自
の
説
で
中
国
に
は
な
い
。
実
際
の
高
さ
は
余
り
関
係
な
い
ら
し

い
。
三
十
三
丈
の
瀧（
新
潟
県
加
茂
市
）と
い
う
の
も
あ
る
。
瀧
以
外
に
も
、西
国
三
十
三
ヵ
所
の
三
十
三
も
観
音
信
仰
に
よ
る
。
こ
の
瀧
も
、

瀧
観
音
を
ま
つ
っ
て
い
る
（
但
し
、
挿
絵
に
見
え
る
よ
う
な
観
音
祠
は
現
在
礎
石
を
残
す
の
み
で
、
少
し
奥
に
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
）。
尋
は
、長
さ
の
単
位
。
古
代
中
国
で
は
八
尺（
約
一
・
八
メ
―
ト
ル
）。
但
し
、慣
習
的
に
用
い
ら
れ
た
単
位
で
あ
る
。
日
本
で
は
、「
ひ

ろ
」
と
よ
ん
で
、
同
じ
く
約
一
・
八
メ
―
ト
ル
（
日
本
の
度
量
衡
で
六
尺
）。
但
し
江
戸
時
代
ま
で
は
、
海
や
瀧
な
ど
に
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ

た
も
の
で
、
各
地
で
長
さ
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
一
八
七
二
年
、
太
政
官
布
告
で
、
六
尺
（
約
一
・
八
メ
―
ト
ル
）
と
定
め
、
陸
上
の
間
（
け

ん
）
と
統
一
し
た
。
実
際
の
長
さ
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。　

云
―
の
よ
う
だ
、
だ
そ
う
だ
、
ぐ
ら
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
が
、
伝
統
的
に

「
と
い
う
」
と
読
む
。　

事
見
風
土
記
―
実
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
原
本
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
項
明
ら
か
に
岸
崎
佐
久
次
『
出
雲
国
風
土

記
鈔
』
を
参
考
に
し
て
い
る
。
以
下
、大
日
方
克
己
氏
の
「
翻
刻
桑
原
家
本
『
出
雲
風
士
記
抄
』」（
山
陰
研
究
（
第
七
号
）
二
〇
一
五
附
録
）

を
参
考
に
し
て
、
当
該
箇
所
を
読
み
下
す
（
原
文
の
訓
点
の
ま
ま
で
は
な
い
）。

　

ま
ず
は
、
風
土
記
本
文
（
飯
石
郡
多
祢
郷
の
条
）。



訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
七
）

一
五

「
多
祢
郷
郡
家
に
属
す
天
下
造
ら
所
し
大
神
、大
穴
持
命
須
久
奈
比
古
命
と
、天
下
を
巡
り
行
く
時
、稲
の
種
を
此
処
に
随
う
。
故
、種
と
云
う
。

〔
神
亀
三
年
、
字
を
多
祢
に
改
む
。〕」

　

次
い
で
、
岸
崎
の
鈔
の
部
分
。

「
鈔
に
云
う　

此
の
郡
家
は
先
に
、
言
う
所
の
如
く
、
多
祢
の
郷
懸
谷
村
の
中
今
郡
と
曰
う
処
な
り
。（
中
略
）
復
た
郡
家
よ
り
以
西
行
く
こ

と
三
十
町
許
り
、
松
笠
村
と
曰
う
。
此
に
瀑
布
有
り
号
し
て
龍
澄
の
瀧
と
云
う
。
予
嘗
て
公
務
の
暇
、
往
き
て
其
の
滸
に
造
っ
て
、
仰
ぎ
眺

め
ば
、
則
ち
截
然
と
し
て
高
き
こ
と
三
十
三
尋
、
渕
の
深
き
こ
と
亦
た
然
る
な
り
。
懸
崖
巨
石
の
間
、
白
雪
を
飛
ば
し
龍
綃
を
翻
す
。
水
声

聒
々
と
し
て
人
の
双
耳
を
乱
る
。
東
に
石
門
有
り
。
行
き
て
之
を
視
れ
ば
、
窟
穴
の
中
太
だ
空
洞
と
し
て
広
さ
十
四
五
歩
許
り
。
其
の
半
ば

は
渕
潭
に
入
り
、
其
の
半
ば
白
沙
皓
々
た
り
。
翠
壁
磊
砢
な
る
処
に
飛
瀧
権
現
有
り
、
乃
ち
観
世
音
な
り
。
寔
に
是
、
補
陀
海
岸
と
謂
う
可

き
耶
。
頓
に
塵
垢
を
洗
い
て
、
無
垢
清
浄
な
り
。
且
つ
遙
拝
し
て
而
し
て
退
く
矣
」。

峭
壁
高
懸
一
派
垂
、
飛
烟
走
碧
気
凄
其
。
請
看
三
十
三
尋
練
、
砕
作
千
条
万
緒
絲
。

【
訓
読
】峭

し
よ
う

壁へ
き

高た
か

く
一い
つ

派ぱ

を
懸か

け
て
垂た

ら
し
、飛ひ

烟え
ん

碧み
ど
りを
走は
し

ら
せ
気き

は
凄せ
い

其き

。請こ

う
看み

よ
三さ
ん

十じ
ゆ
う

三さ
ん

尋じ
ん

の
練
ね
り
ぎ
ぬ、砕く
だ

け
て
千せ
ん

条じ
よ
う

万ば
ん

緒し
よ

の
絲い
と

と
作な

る
を
。

【
訳
】
切
り
立
っ
た
崖
に
高
々
と
滝
の
流
れ
が
現
れ
、
幾
筋
に
も
別
れ
て
、
真
下
に
落
ち
て
い
る
。
水
し
ぶ
き
が
煙
の
よ
う
に
飛
び
散
り
、

緑
色
を
虚
空
に
走
ら
せ
て
、
す
さ
ま
じ
い
涼
気
で
あ
る
。
こ
の
三
十
三
尋
の
練
り
絹
が
砕
け
て
、
一
千
す
じ
、
一
万
す
じ
の
糸
に
な
っ
て
い

る
様
を
、
ど
う
か
し
っ
か
り
と
ご
覧
じ
て
、
心
に
刻
み
つ
け
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

【
注
】
峭
壁
―
切
り
立
っ
た
崖
。�

酈
道
元
『
水
経
注
』
河
水
二
「
其
の
下
は
、
層
巖
峭
壁
、
岸
を
挙
げ
て
階
無
し
」。
張
翼
・
沙
门
竺
法
頵

に
贈
る
三
首　

其
一
「
峭
壁
霊
泉
溜
（
し
た
た
）
り
、
秀
嶺
青
松
森
た
り
」。
劉
禹
锡
・
桃
源
に
游
ぶ
一
百
韻
「
三
た
び
休
み
て
喬
木
に
俯

き
、
千
级
峭
壁
を
攀
づ
」。　

高
懸
―
沈
約
・
禋
雅
二
曲
其
一
「
雲
箛
清
く
引
き
、
栒
虡
高
く
懸
く
」。
唐
求
・
行
如
上
人
に
贈
る
「
日
日
齋

鐘
の
後
、
高
く
濾
水
の
羅
を
懸
く
」。　

一
派
垂
―
一
派
と
は
、
本
来
は
川
の
支
流
。
流
と
い
わ
な
い
で
派
と
い
っ
た
の
は
、
岩
に
砕
け
て
、

本
流
か
ら
支
流
が
分
か
れ
る
ご
と
く
、
瀧
の
糸
が
バ
ラ
バ
ラ
に
散
ら
ば
っ
た
様
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
蘇
軾
・
世
徐
凝
の
瀑
布

詩
を
伝
え
て
・
・
・「
帝
は
銀
河
の
一
派
を
し
て
垂
ら
遣
む
る
は
、
古
來
惟
だ
有
り
謫
仙
の
詞
」。
劉
威
・
黄
河
赋
「
惟
れ
天
河
の
一
派
、
独



一
六

り
殊
に
百
川
に
類
す
」。「
一
派
」
は
、
ま
た
感
情
や
景
色
や
音
声
に
つ
い
て
、
ひ
と
か
た
ま
り
の
あ
る
雰
囲
気
を
持
つ
こ
と
も
示
す
。
元
好

問
・
自
ら
写
真
に
題
す
「
一
派
の
春
煙
澹
く
し
て
収
ま
ら
ず
」。
瀧
が
、
細
か
く
分
か
れ
て
も
や
状
に
な
っ
て
一
面
に
広
が
る
様
を
い
う
の

か
も
し
れ
な
い
。
崔
道
融
・
雪
竇
禪
「
雪
竇
の
峰
前
一
派
懸
か
る
」
は
瀧
の
（
分
か
れ
た
）
一
筋
を
い
う
か
。　

飛
煙
―
た
だ
よ
う
も
や
や

霧
。
支
曇
諦
・『
釈
文
紀
』
灯
賛
「
飛
煙
夜
を
清
く
し
、
流
光
洞
照
す
」。
何
承
天
・
鼓
吹
鐃
歌
十
五
首
其
四
戦
城
南
篇
「
朱
火
延
い
て
起
り

飛
煙
騰
が
る
」。　

走
碧
―
蘇
軾
・
南
歌
子
「
古
岸
青
葑
開
き
、
新
渠
碧
流
走
る
」。
趙
抃
・
風
に
順
い
て
前
人
に
呈
す
「
瞥
然
と
し
て
兩
岸

瞬
き
て
霎
ち
過
ぎ
、
木
葉
黄
を
馳
せ
山
碧
を
走
ら
す
」。　

気
凄
其
―
凄
其
は
本
来
寒
さ
が
す
さ
ま
じ
い
さ
ま
。
涼
し
い
さ
ま
を
指
す
よ
う

に
も
な
っ
た
。
詩
経
・
邶
風
・
緑
衣
「
絺
兮
綌
兮
、
凄
其
以
風
」。
に
基
づ
く
。
其
は
調
子
を
整
え
る
助
字
。
謝
霊
運
・
初
め
て
新
安
桐
廬

口
に
往
く
「
絺
綌
は
凄
其
な
り
と
雖
も
、
授
衣
尚
お
未
だ
至
ら
ず
」。
何
瑾
・
秋
夜
を
悲
し
む
「
気
は
凄
粛
に
し
て
厲
清
」。
陶
潜
・
閑
情
賦

「
葉
は
燮
燮
と
し
て
以
て
條
を
去
り
、
気
は
凄
凄
と
し
て
而
し
て
寒
に
就
く
」。
皇
甫
冉
曾
て
東
遊
す
、
詩
を
以
て
之
に
寄
す
「
気
は
淒
た
り

湖
上
の
雨
、
月
は
浄
し
剡
中
の
夕
べ
」。　

請
看
―
読
者
の
注
意
を
自
分
の
驚
き
に
導
く
言
い
方
。
自
分
の
感
動
を
読
者
に
共
有
し
て
も
ら

い
た
い
気
持
ち
。
李
白
・
怨
情
「
請
う
看
よ
陳
后
の
黃
金
屋
、
寂
寂
と
し
て
珠
簾
網
絲
を
生
ず
る
を
」。
杜
甫
・
秋
興
八
首
其
二
「
請
う
看

よ
石
上
藤
蘿
の
月
、
已
に
洲
前
蘆
荻
の
花
に
暎
ず
る
を
」。　

三
十
三
尋
練
―
先
述
の
よ
う
に
「
三
十
三
尋
」
は
、
日
本
特
有
の
瀧
の
形
容
。

瀧
を
長
い
ね
り
ぎ
ぬ
に
例
え
た
も
の
は
、
た
と
え
ば
、
徐
夤
・
尚
書
の
泉
山
瀑
布
を
詠
む
に
和
す
十
二
韻
「
千
尋
の
練
は
写
し
長
年
在
り
、

六
出
の
花
は
開
き
夏
日
消
ゆ
」。　

砕
作
―
楊
万
里
・
濛
顇
灘
に
上
る　
「
幸
自
（
も
と
よ
り
）
瑠
璃
青
一
片
，
落
灘
は
碎
け
て
雪
花
堆
と
作

る
」。　

千
条
万
緒
絲
―
何
万
本
の
糸
の
ご
と
く
、
瀧
の
水
が
幾
筋
に
も
分
か
れ
る
さ
ま
。
千
端
万
緒
と
同
意
。『
朱
子
語
類
』「
心
之
制
は
、

亦
た
是
れ
義
の
全
体
の
処
に
就
き
て
説
け
。
事
之
宜
は
、是
れ
千
条
万
緒
各
の
宜
し
と
す
る
所
有
る
処
に
就
き
て
説
け
」。『
漢
武
帝
内
伝
』「
道

を
求
め
命
を
益
す
は
、
千
端
万
緒
、
皆
五
帝
六
甲
霊
飛
之
術
を
須
い
る
」。『
晋
書·

陶
侃
伝
』「
終
日
膝
を
斂
め
て
危
坐
し
、
閫
外
の
多
事
、

千
緒
万
端
、
遗
漏
有
る
罔
し
」。
薛
季
宣
・
塊
坐
「
萬
緒
の
絲
は
棼
れ
太
和
を
汩
す
、
終
朝
得
る
所
竟
に
何
も
無
し
」。
千
条
は
、
本
来
ヤ
ナ

ギ
の
糸
の
よ
う
な
枝
に
対
し
て
い
う
こ
と
が
多
い
。
別
離
の
情
と
の
取
り
合
わ
せ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
孟
郊
・
雑
曲
歌
辞
其
一
「
楊
柳
別

愁
を
織
る
、
千
条
萬
条
の
絲
」。

＊
瀧
に
関
す
る
詩
な
の
で
、
当
然
、
李
白
・
廬
山
瀑
布
の
水
を
望
む
二
首
其
二
を
意
識
す
る
。「
日
は
香
爐
を
照
ら
し
紫
煙
を
生
ず
、
遙
か



訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
七
）

一
七

に
看
る
瀑
布
の
前
川
に
掛
か
る
を
。
飛
流
直
下
三
千
尺
、
疑
う
ら
く
は
是
れ
銀
河
の
九
天
よ
り
落
つ
る
か
と
」。
一
→
三
十
三
→
千
→
万
と

数
字
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
し
て
、
瀧
の
広
が
る
さ
ま
に
対
応
さ
せ
る
修
辞
は
、
行
き
過
ぎ
の
感
が
あ
る
が
、
言
葉
遊
び
と

し
て
は
な
か
な
か
凝
っ
て
い
る
と
思
う
。

一
回
来
看
一
回
宜
、
二
度
看
来
二
度
奇
。
欲
画
不
成
詩
不
到
、
瀑
前
把
筆
立
多
時
。

【
訓
読
】
一い

つ

回か
い

来き
た

り
看み

れ
ば
一い
つ

回か
い

宜よ
ろ

し
、
二に

度ど

看み

来き
た

れ
ば
二に

度ど

奇き

な
り
。
画が

と
せ
ん
と
欲ほ
つ

す
る
も
成な

ら
ず
詩し

と
せ
ん
と
す
る
も
到い
た

ら
ず
、
瀑ば
く

前ぜ
ん

筆ふ
で

を
把と

り
て
立た

つ
こ
と
多た

時じ

な
り
。

【
訳
】
一
度
目
来
て
看
た
と
き
は
一
度
目
な
り
に
感
動
が
あ
り
、二
度
目
に
は
、看
た
と
こ
ろ
、そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
、二
度
目
な
り
の
ち
が
っ

た
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
。
絵
に
も
描
こ
う
と
し
て
も
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
漢
詩
で
も
こ
の
境
地
を
表
現
し
尽
く
す
こ
と
は
で
き

ま
い
。
滝
の
前
で
筆
を
執
っ
て
考
え
あ
ぐ
ね
て
、
ず
っ
と
立
ち
尽
く
す
ば
か
り
で
あ
る
。

【
注
】一
回
―
崔
国
輔
・
王
昭
君「
一
回
月
を
望
め
ば
一
回
悲
し
む
、月
を
望
め
ば
月
は
移
る
も
人
は
移
ら
ず
」。
白
居
易
・
長
安
道「
長
安
の
道
、

一
迴
來
れ
ば
、
一
迴
老
ゆ
」。
こ
れ
ら
は
、
同
様
な
措
辞
で
あ
る
が
、
一
回
ご
と
に
、
毎
回
と
い
う
つ
も
り
で
使
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

次
の
句
の
「
二
度
」
と
対
比
し
て
、「
第
一
回
目
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
新
奇
な
修
辞
で
あ
る
。
龍
頭
の
瀧
は
、
渇
水
時

と
増
水
時
の
雰
囲
気
が
か
な
り
違
う
。　

来
看
―
劉
禹
錫
・
厳
給
事
に
和
す
・
・
・
二
絶
其
一
「
玉
女
来
て
看
る
玉
蘂
の
花
」。　

一
回
宜

―
釋
慧
暉
・
偈
十
首
其
六
「
一
回
妙
を
得
て
、
二
度
妙
を
忘
る
」
を
意
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。　

看
来
―
み
た
と
こ
ろ
・
・
・
の
よ
う
だ
。

項
斯
・
蒼
梧
雲
気
「
亦
た
帰
ら
ん
と
思
う
客
有
り
、
看
来
れ
ば
尽
く
白
頭
な
り
」。　

二
度
奇
―
「
一
度
奇
」
の
用
例
と
し
て
は
、
徐
集
孫
・

看
梅
「
歲
寒
の
気
味
は
人
の
知
る
は
少
し
、
一
度
相
い
逢
え
ば
一
度
奇
な
り
」。
こ
の
一
度
は
、
ひ
と
た
び
ご
と
の
意
味
で
あ
る
。　

欲
画

不
成
―
花
蕊
夫
人
徐
氏
・
宮
詞
其
一
百
二�

「
宣
城
院
は
約
す
池
南
の
岸
、
粉
壁
紅
窓
画
く
も
成
ら
ず
」。　

吳
融
・
緜
竹
山
四
十
韻
「
丹
青

画
く
も
成
ら
ず
、造
化
供
う
る
も
足
し
難
し
」。　

詩
不
到
―
「
詩
」
は
、上
の
「
画
」
と
対
に
な
っ
て
、動
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
。
江
総
・

宛
転
歌
「
芍
薬
に
題
せ
ん
と
欲
す
る
も
詩
成
ら
ず
」。
張
天
英
・
山
水
を
画
く
歌　

米
元
暉
の
巻
に
題
す
「
幾
人
か
画
か
ん
と
欲
す
る
も
画

き
到
ら
ず
」。　

瀑
前
―
欧
大
任
・
暁
に
玉
廩
峯
に
登
る
「
瀑
前
の
木
客
茶
竈
を
支
え
、
雲
裏
の
山
都
酒
家
を
問
う
」。　

把
筆
―
吳
融
・
方



一
八

干
処
士
に
贈
る
歌
「
筆
を
把
れ
ば
尽
く
詩
と
為
る
、
何
人
か
夫
子
に
敵
せ
ん
」。　

立
多
時
―
曹
松
・
崇
聖
寺
僧
に
寄
す
「
山
を
望
み
て
吟

じ
て
日
を
過
ご
し
、
鶴
を
伴
い
て
立
ち
て
多
時
な
り
（
時
多
し
）」。
李
中
・
洞
神
宮
邵
道
者
を
訪
ぬ
る
も
遇
わ
ず
「
羽
客
知
ら
ず
何
れ
の
処

に
か
去
る
を
、
洞
前
花
落
ち
て
立
つ
こ
と
多
時
な
り
」。

＊
繰
り
返
し
ば
か
り
の
詩
だ
が
、作
者
と
し
て
は
周
到
な
、先
人
未
踏
の
技
巧
を
凝
ら
し
た
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
。起
句
が「
来

看
」
で
、
承
句
が
「
看
来
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
平
仄
の
関
係
。「
来
看
」
の
「
看
」
は
二
四
不
同
で
仄
声
と
し
て
用
い
、「
看
来
」
の
方

は
平
声
と
し
て
用
い
て
い
る
（
孤
平
を
避
け
る
た
め
）。
し
か
も
、
微
妙
に
意
味
を
違
え
て
い
る
。
普
通
の
漢
詩
の
作
法
と
し
て
は
、
望
ま

し
く
は
な
い
。
望
ま
し
く
は
な
い
が
、
新
奇
さ
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島し
ま　

重し
げ

養か
い

松ま
つ

笠か
さ

を
さ
し
て
き
つ
れ
はば

雨あ
め

な
ら
てで

ぬ
る
るゝ

袂た
も
とや
瀧た
き

の
白し
ら

浪な
み

【
訳
】
松
笠
の
山
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
の
で
、
傘
を
差
し
て
き
た
の
に
、
我
が
衣
の
た
も
と
が
い
つ
の
ま
に
か
濡
れ
て
い
る
。
あ
あ
、

雨
に
濡
れ
た
の
で
は
な
く
て
、（
か
と
い
っ
て
失
恋
の
涙
で
濡
れ
た
わ
け
で
も
な
く
）
滝
の
白
波
の
し
ぶ
き
に
ぬ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

【
注
】
松
笠
を
さ
し
て
―
松
笠
を
目
指
す
と
傘
（
笠
で
は
な
い
）
を
差
す
を
掛
け
て
い
る　

藤
原
輔
相
「
住
吉
の
岡
の
松
笠
さ
し
つ
れ
ば
雨

は
ふ
る
と
も
い
な
簔
は
着
じ
」
を
明
ら
か
に
も
と
に
し
て
い
る
。
古
今
集
読
人
不
知
「
葦
辺
よ
り
雲
居
を
さ
し
て
行
く
雁
の
い
や
遠
ざ
か
る

我
が
身
か
な
し
も
」。　

き
つ
れ
は
―
坂
上
常
蔭
「
鏡
山
あ
け
て
来
つ
れ
ば
秋
霧
の
今
朝
や
立
つ
ら
む
あ
ふ
み
て
ふ
名
は
」。　

京
極
関
白
家

肥
後
「
山
深
く
尋
ね
き
つ
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
忍
ぶ
る
声
も
隠
れ
ざ
り
け
り
」。　

雨
な
ら
て
―
承
香
殿
女
御
「
雨
な
ら
で
も
る
人
も
な
き
我

が
宿
を
浅
茅
が
原
と
見
る
ぞ
か
な
し
き
」。　

ぬ
る
ゝ
袂
や
―
後
拾
遺
集
「
い
か
に
せ
む
か
け
て
も
今
は
た
の
ま
じ
と
思
ふ
に
い
と
ど
ぬ
る

る
た
も
と
を
」。
藤
原
公
任
「
雨
な
ら
で
は
か
な
き
空
に
ふ
る
人
も
露
に
も
ぬ
る
る
も
の
と
こ
そ
き
け
」。　

瀧
の
白
浪
―
滝
が
た
ぎ
り
落
ち

て
で
き
る
白
い
波
。
ま
た
、
白
く
落
ち
る
滝
。
万
葉
集
「
み
吉
野
の
瀧
の
白
波
知
ら
ね
ど
も
語
り
し
継
げ
ば
古
思
ほ
ゆ
」。
源
俊
頼
「
や
ま

ひ
め
の
峰
の
梢
に
引
き
か
け
て
さ
ら
せ
る
布
や
瀧
の
白
波
」。

＊
ま
ず
は
瀧
の
下
流
か
ら
道
を
登
っ
て
い
く
。
川
の
し
ぶ
き
に
ぬ
れ
る
。
傘
を
持
っ
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
（
実
際
に
持
っ
て
き
た
の



訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
七
）

一
九

で
は
あ
る
ま
い
）。「
松
笠
」
の
「
ま
つ
」
は
恐
ら
く
恋
人
を
（
が
）「
待
つ
」
こ
と
を
掛
け
て
い
る
。「
ぬ
る
る
た
も
と
」
に
、（
失
恋
の
前
提
の
）

恋
の
予
感
が
た
だ
よ
い
、
名
勝
を
訪
ね
る
浮
き
立
っ
た
心
が
感
じ
ら
れ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

井い　

言の
ぶ

正ま
さ

瀧た
き

の
糸い
と

は
真ま

菅す
げ

の
み
の
と
み
ゆ
る
哉か
な

千ち

よ
を
い
た
だゝ

く
松ま
つ

笠か
さ

の
山や
ま

【
訳
】
滝
の
糸
が
ま
す
げ
で
作
ら
れ
た
簑
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
だ
。
長
い
時
間
を
背
負
っ
た
松
が
茂
っ
て
い
る
こ
の
松
笠
の
山
は
。

【
注
】
瀧
の
糸
は
―
藤
原
公
任
「
た
き
の
糸
は
た
え
て
ひ
さ
し
く
成
り
ぬ
れ
ど
名
こ
そ
流
れ
て
猶
き
こ
え
け
れ
」
が
念
頭
に
あ
る
だ
ろ
う
。

公
任
の
歌
は
、
百
人
一
首
等
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
瀧
の
音
は
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
元
来
は
こ
の
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
中
務
「
白
河

の
た
き
の
い
と
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
み
だ
り
に
人
は
よ
せ
じ
も
の
を
や
」。　

真
菅
―
菅
（
す
げ
）
の
美
称
。『
千
載
集
』「
菅
生
ふ
る
山
下
水

に
宿
る
夜
は
月
さ
へ
草
の
庵
を
ぞ
さ
す
」。
藤
原
公
実
「
旅
人
の
真
菅
の
笠
や
朽
ち
ぬ
ら
む
黒
髪
山
の
五
月
雨
の
頃
」。
大
中
臣
定
雅
「
我
が

床
は
し
の
ぶ
の
奥
の
真
菅
原
露
か
か
り
て
も
し
る
人
の
な
き
」。　

み
の
―
『
夫
木
和
歌
抄
』「
吾
妹
子
が
袖
を
た
の
め
て
足
曳
き
の
山
菅
簔

を
と
ら
で
き
に
け
り
」。　

み
ゆ
る
哉
―
兼
覧
王
「
女
郎
花
後
ろ
め
た
く
も
見
ゆ
る
か
な
荒
れ
た
る
宿
に
一
人
立
て
れ
ば
」。
源
顕
房
「
水
の

色
の
た
だ
し
ら
雲
と
見
ゆ
る
か
な
誰
晒
し
け
ん
布
引
の
瀧
」。　

千
よ
を
―
千
世
代
も
続
く
よ
う
な
松
の
木
を
さ
し
て
い
る
。
紀
鹿
人
「
茂

岡
に
神
さ
び
た
ち
て
栄
え
た
る
千
代
松
の
木
の
歳
の
知
ら
な
く
」。『
後
拾
遺
集
』
読
人
不
知
「
君
が
代
を
何
に
譬
え
む
常
磐
な
る
松
の
緑
も

千
代
を
こ
そ
ふ
れ
」。　

い
た
ゝ
く
―
松
の
ご
と
き
常
緑
樹
を
、真
菅
の
簔
の
ご
と
き
瀧
の
上
方
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

大
中
臣
能
宣
「
年
を
経
て
星
を
い
た
だ
く
黒
髪
の
人
よ
り
し
も
に
な
り
に
け
る
か
な
」。
徳
大
寺
実
定
「
老
い
ら
く
の
鏡
の
山
の
面
影
は
い

た
だ
く
雪
の
色
や
添
ふ
ら
む
」。　

松
笠
の
山
―
鳥
屋
ヶ
丸
山
あ
る
い
は
そ
の
山
系
の
、
松
笠
の
よ
う
に
見
え
る
山
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
全
体
と
し
て
、
心
の
中
に
、
巨
人
の
姿
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
長
寿
の
仙
人
の
よ
う
な
霊
気
み
な
ぎ
る
何
か
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

＊
青
々
と
し
た
山
の
中
で
、
大
き
く
広
が
っ
て
落
ち
る
瀧
。
そ
れ
を
、
神
々
し
い
仙
人
の
姿
に
た
と
え
た
。
み
る
人
も
不
老
長
寿
に
な
る
よ

う
な
、
あ
り
が
た
さ
。



二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北き
た

島じ
ま　

三み

綱つ
な

な
が
ら
へえ

て
わ
れ
も
千ち

歳と
せ

を
松ま
つ

笠か
さ

の
瀧た
き

の
し
ら
糸い
と

来き

て
や
む
す
はば

ん
【
初
句
「
が
」
の
濁
点
は
原
本
に
あ
り
】

【
訳
】
長
く
生
き
な
が
ら
え
て
、
こ
ん
な
私
で
も
飲
め
ば
千
歳
の
寿
命
が
期
待
で
き
る
と
い
う
、
こ
の
松
笠
の
龍
頭
の
滝
の
白
い
糸
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
水
を
、
ふ
た
た
び
こ
の
地
に
来
て
手
の
ひ
ら
に
受
け
て
飲
み
た
い
も
の
だ
。

【
注
】
な
が
ら
へ
て
―
「
ち
と
せ
を
ま
つ
」
と
「
き
て
や
む
す
ば
ん
」
の
両
方
に
掛
か
っ
て
い
る
。
文
脈
は
ね
じ
れ
る
が
、
和
歌
で
よ
く
見

ら
れ
る
手
法
。
瀧
の
水
を
飲
ん
で
（
素
晴
ら
し
い
瀧
の
姿
を
実
見
し
て
、
霊
的
な
感
動
を
受
け
る
こ
と
を
表
す
）
長
生
き
し
、
長
生
き
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
何
遍
も
こ
の
名
勝
を
再
訪
し
た
い
。
瀧
の
霊
的
な
魅
力
が
こ
の
上
な
く
強
調
さ
れ
て
い
る
。
光
孝
院
「
か
く
し
つ
つ
と
に
も

か
く
に
も
な
が
ら
へ
て
君
が
八
千
代
に
あ
ふ
よ
し
も
が
な
」。　

わ
れ
も
千
歳
を
松
笠
の
―
『
続
拾
遺
集
』「
昔
よ
り
君
が
た
め
な
る
宿
な
れ

ば
我
も
千
歳
を
松
虫
の
声
」。
松
は
千
年
の
緑
を
保
つ
こ
と
か
ら
「
千
歳
山
」
は
松
山
を
い
う
。『
続
後
拾
遺
集
』
読
人
不
知
「
真
砂
よ
り
岩

根
に
な
れ
る
ち
と
せ
や
ま
こ
や
君
が
代
の
た
め
し
な
る
ら
む
」。『
世
間
胸
算
用
』
五
・
四
「
町
並
み
の
門
松
、
こ
れ
ぞ
ち
と
せ
山
の
山
口
」。

新
古
今
集
「
常
磐
な
る
吉
備
の
中
山
お
し
な
べ
て
千
歳
を
松
の
深
き
色
か
な
」。　

瀧
の
し
ら
糸
―
在
原
行
平
「
こ
き
ち
ら
す
瀧
の
白
糸
（
一

本
に
白
玉
）
拾
ひ
お
き
て
世
の
憂
き
時
の
涙
に
ぞ
借
る
」。　

紀
貫
之
「
春
く
れ
ば
滝
の
し
ら
い
と
い
か
な
れ
や
む
す
べ
ど
も
猶
あ
わ
に
見

ゆ
ら
ん
」。　

来
て
や
む
す
は
ん
―
む
す
ぶ
は
、
両
手
を
合
わ
せ
て
、
水
を
す
く
う
。
紀
貫
之
「
む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
濁
る
山
の
井
の
飽

か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」。

＊
前
首
で
不
老
長
寿
の
仙
人
に
た
と
え
ら
れ
る
こ
の
山
の
瀧
の
水
を
飲
ん
で
、
あ
や
か
り
た
い
と
結
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
瀧
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
最
初
の
島
重
養
の
句
に
戻
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
輪
廻
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
の

三
首
そ
れ
ぞ
れ
の
最
初
と
最
後
の
二
文
字
に
気
を
つ
け
た
い
。「
む
す
ば
ん
」
は
、「
む
す
ば
む
」
の
原
形
に
も
ど
す
。
ま
つ
（m

atu

）・
な

み
（nam
i

）
→
た
き
（taki

）・
や
ま
（yam

a

）
→
な
が
（naga

）・
ば
む
（bam

u

）
→
ま
つ
（m

atu

）・
・
・
。
二
字
の
母
音
が
し
り
と

り
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、三
首
の
底
に
無
意
識
的
な
連
鎖
と
反
復
を
潜
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

読
者
の
こ
れ
ま
た
無
意
識
の
中
に
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
の
一
つ
の
物
語
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

北
島
三
綱
の
こ
の
歌
と
、字
句
の
全
く
同
じ
歌
が
、『
出
雲
國
名
所
歌
集
二
編
』（
富
永
芳
久
撰　

嘉
永
六
年（
一
八
五
三
））に
載
っ
て
お
り
、



訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
七
）

二
一

そ
こ
で
は
作
者
は
季
唯
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
季
唯
は
何
者
か
と
い
う
と
、
今
村
照
蔭
と
い
う
人
の
別
名
ら
し
い
。『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』

（
森
繁
夫
編�;�

中
野
荘
次
補
訂　

思
文
閣
出
版�

一
九
九
一
再
版
）
の
同
人
の
項
参
照
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
北
島
三
綱
は
北
島
孝
郷
（
の
り
さ

と
）
の
別
名
。
大
社
上
官
で
、
も
と
は
今
村
氏
二
男
で
、
北
島
分
家
の
養
子
と
な
っ
た
人
ら
し
い
。
こ
の
今
村
氏
が
照
蔭
な
ら
ば
、
そ
の
実

子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
父
の
歌
を
剽
窃
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
父
の
作
品
を
示
し
て
唱
和
を
も
と
め
た
と
い
う
状
況
か
。
編

集
に
際
し
て
、
草
稿
を
み
た
、
星
野
文
淑
の
勘
違
い
に
よ
っ
て
三
綱
の
作
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
星
野
は
病
状
が
進
み
、
確

認
、
校
正
を
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

本
稿
は
、

　

島
根
大
学
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
陰
研
究
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
九
一
三　

近
代
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
に
お
け
る
漢
詩
文
の
位
置
―
─
若
槻
克
堂
と
剪
淞
吟
社
の
学
際
的
研
究
（
実
施
年
度
：

二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度　

代
表　

要
木
純
一
）

お
よ
び
、

　

科
研
費　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）

　

若
槻
克
堂
と
剪
淞
吟
社
の
学
際
的
研
究
─
近
代
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
に
お
け
る
漢
詩
文
の
位
置

　
（
研
究
課
題
／
領
域
番
号19K

00296　

二
〇
一
九
年
度
～
期
間
二
〇
二
一
年
度　

研
究
代
表
者　

要
木
純
一
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
分
で
あ
る
。






